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平成20年第１回太子町議会定例会（第411回町議会）会議録（第４日） 

平成20年３月７日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 議案第19号 平成20年度兵庫県太子町一般会計予算 

２ 議案第20号 平成20年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

３ 議案第21号 平成20年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

４ 議案第22号 平成20年度兵庫県太子町老人保健特別会計予算 

５ 議案第23号 平成20年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

６ 議案第24号 平成20年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

７ 議案第25号 平成20年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

８ 議案第26号 平成20年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

９ 議案第27号 平成20年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

                本日の会議に付した事件 

１ 議案第19号 平成20年度兵庫県太子町一般会計予算 

２ 議案第20号 平成20年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

３ 議案第21号 平成20年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

４ 議案第22号 平成20年度兵庫県太子町老人保健特別会計予算 

５ 議案第23号 平成20年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

６ 議案第24号 平成20年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

７ 議案第25号 平成20年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

８ 議案第26号 平成20年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

９ 議案第27号 平成20年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

会議に出席した議員        

  １番   井 川 芳 昭         ２番   清 原 良 典 

  ３番   中 島 貞 次         ４番   上 山 隆 弘 

  ５番   服 部 千 秋         ６番   長谷川 原 司 

  ７番   井 村 淳 子         ９番   嶋 澤 達 也 

 １０番   花 畑 奈知子        １１番   熊 谷 直 行 

 １２番   上 田 富 夫        １３番   村 田 興 亞 

 １４番   桜 井 公 晴        １５番   橋 本 恭 子 

 １６番   北 川 嘉 明 

会議に欠席した議員 

  ８番   中 井 政 喜 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  山 本 修 三     書     記  木 村 和 義 

 書     記  西 田 美智子 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  圓 尾 哲 一     総 務 部 長  佐々木 正 人 
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 生活福祉部長  丸 尾   満     経済建設部長  冨 岡 慎 一 

 教 育 次 長  塚 原 二 良     財 政 課 長  香 田 大 然 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前10時00分） 

○議長（北川嘉明） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成20年第１回太子町議会定例会第４日目

におそろいでご出席いただき、ありがとうご

ざいます。 

 ただいまの出席議員は15名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成20年第

１回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手許に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第１９号 平成２０年度 

       兵庫県太子町一般会計予算 

  日程第２ 議案第２０号 平成２０年度 

       兵庫県太子町国民健康保険特 

       別会計予算 

  日程第３ 議案第２１号 平成２０年度 

       兵庫県太子町介護保険特別会 

       計予算 

  日程第４ 議案第２２号 平成２０年度 

       兵庫県太子町老人保健特別会 

       計予算 

  日程第５ 議案第２３号 平成２０年度 

       兵庫県太子町後期高齢者医療 

       特別会計予算 

  日程第６ 議案第２４号 平成２０年度 

       兵庫県太子町墓園事業特別会 

       計予算 

  日程第７ 議案第２５号 平成２０年度 

       兵庫県太子町下水道事業特別 

       会計予算 

  日程第８ 議案第２６号 平成２０年度 

       兵庫県太子町前処理場事業特 

       別会計予算 

  日程第９ 議案第２７号 平成２０年度 

       兵庫県太子町水道事業会計予 

       算 

○議長（北川嘉明） 日程第１、議案第19号

平成20年度兵庫県太子町一般会計予算から日

程第９、議案第27号平成20年度兵庫県太子町

水道事業会計予算までを一括議題とします。 

 上程中の議案第19号から議案第27号までに

ついては、２月28日の本会議で既に提案理由

の説明が終わっていますので、これから質疑

を行います。 

 まず、総括質疑を行います。 

 質疑を通告されました議員に申し上げま

す。 

 質疑は一般質問席でお願いします。 

 質疑、答弁は一括で行い、簡潔、明快にお

願いします。 

 また、今期定例会では時間制により総括質

疑を行うことになっておりますので、よろし

くお願いします。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ２番清原良典議員。 

○清原良典議員 ２番清原です。通告に従い

まして、総括質疑をさせていただきます。 

 先日より風邪を引いておりまして、その上

に今回花粉が重なりまして相当体調が悪いん

ですが、お見苦しいところがありましたらお

許しを願います。 

 ちょうど１年前にも風邪を引きまして、あ

の一時有名になりましたタミフルを夫婦で何

日間服用したことを今思い出します。どうも

まだその副作用が残っているような感じがい

たします。 

 さて、あと３週間もすれば４月に入ります

が、今年平成20年４月より特定健康診査、い

わゆるメタボリックシンドロームを生活習慣

の改善により予防改善する特定保健指導が医

療保険者に義務づけられます。 

 私ごとですが、身長184.5センチ、体重

99キロ、完全なメタボです。これは私にとっ

て大きな負債に当たるわけですが、私の家の
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方でも土地を購入した際の借金があるわけで

すが、これは我が家では女房が全部仕切って

おりますので全く分かりません。貯金が幾ら

あって、借金が幾らあるのか全く分からない

のですが、全部私名義であることには違いあ

りません。この私のメタボも、結婚27年です

が、27年前は79キロだったものがプラス20キ

ロです。一度に増えたわけでもないのです

が、特にここ四、五年で増え、その利子と言

えばこのぜい肉ぐらいで、いろいろ余裕があ

りましたら檀特山へ上がったり、ジムで汗を

流したりしているのですが、なかなか減りま

せん。 

 そこで、我が太子町ではここ数年、新年度

の予算編成に当たり多額の財政調整基金の繰

り入れに依存した予算編成が行われ、何とか

予算を組んできているように見受けられるの

ですが、平成20年度予算においても多額の基

金を財政調整基金から取り崩し、いよいよ基

金残高も心細くなってしまったのではないん

でしょうか。当然今後このような状況では、

近い将来財政調整基金が底をつくのではと予

想されます。町民の方々は、果たして幾ら負

債を抱えているのか大変心配をされておりま

す。 

 ２月末に新聞に太子町の2008年度の当初予

算案が記載されておりましたが、一般会計

83億6,900万円、総額151億6,500万円、貯金

に当たる財政調整基金の残高５億円、借金に

当たる町債残高88億8,200万円、町民１人当

たりの負債は約26万1,000円の借金であると

載っておりましたが、これは違うと思うんで

すね。一般会計の負債のみを記載すると町民

の方々に誤解を招くと思うんです。一般会計

の負債残が88億8,200万円、特別会計の下水

道事業分が171億2,200万円、同じく前処理場

事業分が１億5,900万円、そして水道事業分

が11億8,800万円、合計273億5,100万円で、

町民３万4,000人の１人当たりの負債が80万

4,000円となると思うのですが、これだけと

違いますね。揖龍保健衛生施設事務組合負担

金等々があるため、これ以上の額が想定され

るわけですが、それらを入れて一体幾らある

のですか、お答えを求めます。 

 私は、財政調整基金とは一般家庭の貯金に

相当するものであって、本来突発的な災害や

緊急を要する経費に備えるために設置された

基金であって、毎年予算の調製のために使用

するではなく、本町においては安易にそれを

取り崩し、貯金も食いつぶしてしまう状況が

続いてきているように見えますが、その辺い

かがなものでしょうか、お答えを求めます。 

 太子町における適正な財政調整基金の保有

額は幾らぐらいと考えられておられますか。

また、太子町と同規模の自治体である播磨

町、稲美町、猪名川町、相生市の財政調整基

金の保有額は幾らであるのか。今後財政調整

基金の適正な規模の確保をどう行うのか、お

答えを願います。 

 今このような財政状況下にあって、経費の

かかる箱物、建築物はつくるべきではないと

思うのですが、先日町長は私は箱物をつくろ

うとは思っていないと答弁されております

が、今当局で計画されております給食センタ

ーの建てかえ事業においては財源をどのよう

に工面されようとしておられるのか、お答え

を求めます。 

 今後このような状況が来ると予想されるな

らば、少しでも改善しようという計画を立て

るのは経営者側、いわゆる当局の責任ではな

いかと思うのですが、失礼ながら小手先の行

財政改革プランでは効果はないと思われます

が、体力をつけるのが私の仕事であると豪語

された香田課長を初めお尋ねをいたします

が、新たな抜本的な健全財政への改善策はあ

るのか、お答えを求めます。 

 次に、入札制度の改善についてお尋ねをい

たしますが、ある時期より公共工事の入札に

おいて最低制限価格が事前公表されておりま

すが、こういう形態に変更した理由は何であ

ったのか。そして、それによってどのような

効果が出たのか、お尋ねをします。 

 このような価格事前公表によって、逆に上

限価格が算出されやすくなり、高落札率を生
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み出す引き金にもなったことは紛れもない事

実です。平成18年の前助役逮捕事件の検挙内

容によれば、特定建設業者に公示価格のすべ

てを漏えいしてきたことは隠せない事実であ

り、また経営事項審査等の虚偽を行ってきた

業者が受注されてきた工事金額は50億円を超

えております。町議会としてはこれを検証し

ていく作業も迫られてはおりますが、現在の

入札制度により、参加業者から見れば入札参

加意欲が低下したとの声を多く聞きます。工

事が減少したとはいえ、平成20年度も幾つか

の工事予定が見られます。この最低制限価格

公表並びに最低制限価格の設定を撤廃し、参

加業者の意欲の向上に努めることが必要では

ないでしょうか。それが太子町にとってもプ

ラスになると思いますが、お答えを求めま

す。 

 また、事務組合の負担金についてお尋ねを

いたしますが、昨今町民にとっては大変厳し

い緊縮予算の中において、特に揖龍保健衛生

施設事務組合の負担金は適正であるのか。こ

こ数年変動のない項目も見られますが、交渉

はされておられるのか、お答えを求めます。 

 そして、最後になりますが、最近太子町を

含む自治体職員による不祥事が多発している

ことは、事実として隠しようのないことで

す。不祥事を事前に防止し、公正、適正な職

務を遂行するためには、職員の不正を誘発し

がちな外部からの職員に対する働きかけ、そ

して職員の倫理行動等に対し、組織としての

対応を図る必要があると思います。 

 外部からの働きかけに対する取り扱いの要

綱、違法または不当な行為に対して行われる

内部通告に関する要綱などを制定し、コンプ

ライアンス体制を早急に構築してはどうかと

思います。今私たち議員も倫理条例制定に委

員会を設け、会議を開いております。当然公

務員としてはもともと公務員として違法ない

し不正な行為は通報する、告発する義務はあ

るのですが、当町ではそれは全く守られてい

ないと思います。ちなみに、次々と不正行為

があらわれました西部の赤穂市では、この平

成20年１月１日より施行されていますことを

つけ加えておきますが、コンプライアンス体

制の構築についてお尋ねをいたします。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） まず、第１点目の本町

における適正な財政調整基金等々の質問でご

ざいますが、まず最初に、この財政調整基金

の処分できる単位を申し上げたいと、このよ

うに思います。 

 第１点に、こうした経済情勢の変動等によ

りまして財源が不足する場合の財源充当。そ

して、２点目には災害等により生じた減収を

埋めるための財源充当。また、３点目には緊

急大規模な建設事業の経費ややむを得ない理

由による財源充当。そして、第４点目には繰

上償還の財源充当。そうした地方自治法また

地方財政法、基金条例の規定がございまし

て、安易に取り崩しをしているものではござ

いません。適正な財政調整基金の保有額は一

様にどのくらいと判断すべきものではござい

ませんが、少なければ何か不測の事態に困る

ということもございますし、多ければもっと

直接的な行政サービスを展開するべきだとい

うご意見もあるところでございます。私自身

は、そうした中で不自由しない程度と申し上

げますか、いざというときに困らない程度で

あるということで申し上げておきたいと、こ

のように思います。 

 また、類似団体等の保有額でございます

が、平成18年度決算ベースでお答えいたしま

すと、播磨町が47億6,100万円、稲美町が

12億2,800万円、猪名川町が21億4,600万円、

相生市が18億5,100万円、ちなみに太子町が

８億4,900万円でございます。 

 そして、一般会計の債務残高でございます

が、18年度末では98億7,467万2,000円、そし

て特別会計全部合わせますと195億854万

8,000円、下水道事業の特別会計ではこれは

180億9,348万4,000円、前処理場で１億

8,198万6,000円、上下水道事業で12億

3,307万8,000円、このようになっておるとこ

ろでございます。揖龍衛生では13億9,541万
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8,000円という内容になってございます。 

 そうした中で、やはりこうした事業関係、

今現在は新聞で公表しております分は、議員

ご指摘のとおり、一般会計のみの公表でござ

いまして、これから連結決算等々でそうした

夕張の破綻等の関係でこれからはすべてを積

み上げて報告するように今後はなってこよう

と、このように考えております。 

 次に、先ほども若干触れさせていただいた

んですが、今後の財政調整基金の確保をどの

ように行うのかという点でございますが、や

はり各年度で決算をうち黒字が出た分を財政

調整基金に積んでいくといった基本姿勢は変

わりはございません。できる限り黒字を出

し、少しでも積み立てていくということでご

ざいます。 

 次に、給食センターの建てかえ事業で触れ

ていただいておりますが、私自身いろいろの

質問の中でも申し上げておりますように、で

きる限り箱物行政は控えていきたいというこ

とを申し上げております。今ご指摘の給食セ

ンターにつきましても、建てかえありきでは

ございません。事業手法等いろいろな角度か

らどういうケースが最善かを今後詰めていき

たいと、このように考えているところでござ

います。 

 次に、行政改革プランでは効果がないと思

うがという抜本的な改善というご指摘の点で

ございますが、私はまずは第４次太子町の新

行政改革大綱に沿いまして今後の行政運営を

しっかりとやっていきたいと、このように考

えているところでございます。 

 入札制度の改善についてでございますが、

本町はご指摘のように、最低制限価格の事前

公表、そしてまた予定価格の事後公表を行っ

ております。これは入札制度の透明性を高め

るという観点から行っているものでございま

して、公表しない、秘密にしておくというこ

とは職員に対する圧力も予想されるでしょう

し、またこれが最善の策というものはなかな

か難しいというのが現状だと、このように考

えております。透明性を高めた中での入札執

行し、健全な競争の中で適切妥当な形で落札

ということになってくれればと、このように

考えるところでございます。 

 次に、揖龍保健衛生施設事務組合負担金に

ついてでございますが、負担金が適正かとい

うご質問でございます。この負担金につきま

しては、人口割については平成17年度の国勢

調査による人口により、実績割については平

成19年１月から12月までの実績の数字に基づ

いて負担しているものでございまして、適正

に処理されていると、このように考えており

ます。 

 そして、変動のない項目また交渉努力等に

ついてでございますが、これにつきましては

人口割及び実績割等により負担しています。

そして、収集運搬業務につきましては、揖龍

クリーンセンターの現業職の経費をもとに算

出されているということで説明を受けてお

り、適切妥当だというふうに判断いたしてお

るところでございます。 

 次に、今後のこうした行政改革プラン、小

手先ではないかというようなこともおっしゃ

っておりますが、そういうことは私は着実に

やっていかなければならないと、このように

思っております。 

 そして、最後には、コンプライアンス体制

の確立についてでございますが、これはやは

り外部からの職員に対する働きかけ、いわゆ

る不当要求につきましては、既に平成16年５

月から「太子町不当要求行為防止対策実施要

綱」を定めておりまして、暴力行為、威圧的

態度、面会強要、正当な手続によらず作為ま

たは不作為を求める行為などに屈しないよ

う、内部に対策委員会また不当要求防止責任

者を設けるとともに、警察当局とも連携の上

でその対応を行うことになっておるところで

ございます。これまで該当事例はございませ

ん。 

 内部通報に関する要綱につきましては、平

成18年４月に施行された公益通報者保護法に

基づき、通報窓口、調査、公益通報者の保護

などを定めた要綱でございますが、近年制定



－158－ 

する団体が増えてきております。この要綱の

制定による効果については、どの団体におい

ても導入前後の比較調査は行われてはおりま

せんが、法令遵守に対する関心は高まったと

報告されているところでございます。 

 そうした中で、反面、職員数の少ない町村

におきましては、制定している団体は20％未

満でございまして、制定しない理由といたし

ましては、内部通報制度は職員相互の不信感

を助長する、また公務員として違法ないしは

不正な行為は当然通報する義務がある等々で

しておりません。不祥事の究極的な防止策、

これは職員全員が仕事に対する信念、法規を

遵守する不屈の精神を持つことでございまし

て、今後とも指導また研修に努めてまいりた

いと、このように考えるところでございま

す。 

 本町においてこのような事件が起こりまし

たが、公益通報に関する要綱の制定により防

止できるのかどうか、職員のコンプライアン

ス意識の向上に努めた上で検討を進めていき

たいと、このように考えております。よろし

くお願いいたします。 

○議長（北川嘉明） 清原良典議員。 

○清原良典議員 まず、財調関係で、安易に

取り崩してはいないと言われましたけども、

今本町の、先ほど財調の保有額平成18年度ベ

ースで８億四千九百何十万円ですか、言われ

ましたけども、現在は今幾らなんですか、そ

れをお答え願います。 

 それから、不自由しない程度、困らない程

度と先ほど言われましたけども、これは町長

幾らと思われるんですか。大体よその自治体

を見ましたら、標準財政規模の10から20％が

適正とされておるところが多いと聞きます

が、太子町としては幾らなのか。 

 それから、財調の確保は黒字が出たら財調

へ回す、これは当然なんですが、その黒字へ

回す具体的な見通しはあるのですか、それを

お尋ねします。 

 それから、第４次新行政改革大綱に沿って

行財政運営をやっていくと言われましたが、

この大綱で黒字に転換するのはいつごろと予

想されておるのか、お答えを願います。 

 それから、入札制度の改善を含めて、先ほ

ど今のやり方は透明性を高める観点から最良

と思われてというお答えでしたが、その中で

職員に対する圧力も増すであろうと言われま

したが、それはその意味はどういうことです

か、ちょっとお答え願います。それがために

コンプライアンス体制の構築を要求しておる

わけですが。 

 それから、同じく内部通報関係ですけど

も、最近におきまして給食センターの問題も

発生しておりますけども、検討を進めていく

という町長の先ほどのお答えでしたが、いつ

ごろ結論を出されるのか、お答えを願いま

す。 

 それと、ちょっと順序が違いましたが、事

務組合負担金につきまして、結局相手さんが

計算されたその数字を妥当と思われると言わ

れましたが、昨年何人かの議員からもご指摘

があったように、交渉していくべきだという

お答えがあったと思われるんですが全く、１

つ例えましたら収集業務なんか平成16年から

５年間ずっと同じ金額です。何とか町民の

方々は厳しい厳しい税負担を強いられている

中で、これはちょっといかがなものかと思う

んですが、同じく交渉努力をされておるの

か、お答えを願います。 

○議長（北川嘉明） 財政課長。 

○財政課長（香田大然） 数字の件を私の方

からお答えいたします。 

 財政調整基金の現在高というご質問でござ

いますが、この平成19年度末の見込みではあ

りますが、約７億1,800万円ということでご

ざいます。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） 先ほどこの財調の積み

立ての件でございますが、やはり先ほど来申

し上げておりますように、その年度年度いか

に効率よい行政執行をやっていくかというと

ころで余剰金と申しますか、そうしたものが

出た場合はその分を積み立てていくというと
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ころでやっていっておるところでございます

が、しかし反面、毎年新年度予算編成につき

ましてはこうした時代の流れの中で財調を取

り崩さなければならないということも考えら

れるわけでございまして、先ほど大綱の件で

も触れられておりますが、行政改革大綱に沿

ってやはりどんどん改革等にも取り組み、少

しでも経費節減につなげていきたいと、この

ように考えるところでございます。 

 また、コンプライアンスの関係でいつごろ

に結論を出していくのかというところでござ

います。こうした件もやはり我々の町村でど

んどんそうした内部的に内部告発的な件もご

ざいます。やはりそれは今の現体制でもそう

したことは可能でございます。その保障に関

してのこうした定めでございますので、こう

したところは慎重に考えていき、やはりそれ

ぞれの職員がやる気を喚起できるような方法

でもって取り組んでいきたいと、このように

考えております。 

 それから、揖龍衛生の負担金についてのご

質問でございました。特に収集業務というこ

とでございますが、今一般質問等でもご答弁

をさせていただいておりますが、我が太子町

では午前中収集ということで取り組みをさせ

ていただいております。そうしたごみ集積場

が設置されている箇所でのご迷惑といいます

か、そうしたことも考えていき、その取り組

みをさせていただいておりますが、ご承知の

とおり、額が減ってないじゃないかとおっし

ゃる向きもございます。私どもこの太子町で

おきましては、集積箇所もたくさん年々増え

てきているというのが現状でございまして、

そうしたところも加味し、こうした収集体制

をしいているところでございます。 

 揖龍衛生の負担金等につきましては、私も

十分その中に入らせていただき、今一番懸念

いたしておりますのがこの19年度、20年度で

大規模改修を実施いたしております。やはり

ごみが大きく浄化する中での対応でございま

して、当初は炉が１基で十分ではないかと、

交互に使えば十分やっていけるんではないか

ということで建設当時は考えておりましたん

ですが、やはり事業系のごみも排出される中

での今満杯状態というところで、分別収集等

にも取り組みをさせていただいております。

町民の皆さん方にそうした面でもご理解が得

られるように情報を発信していきたいと、こ

のように考えております。 

 以上です。 

○議長（北川嘉明） 清原良典議員。 

○清原良典議員 事務組合の負担金の方は、

また予算の方でいろいろと細部お聞きしたい

と思いますんで、今のところ予算書ぱらっと

しか見てないんですが、大まかな数字しか出

ておりませんので、その辺また担当の方、予

算委員会でご説明願いたいと思います。 

 それから、やはりこのいつごろというのは

町長の口から出ないんですけども、経費削減

に努めていく、それしか出ませんかねえ。黒

字に転換するような時期ですね、予定はない

のか、計画がどうであるのか、再度お尋ねい

たします。 

 それと、先ほど給食センターのことをちょ

っと私も聞き忘れておったんかなあ、これ。

建てかえありきではないと、そのように努め

ていきたいとおっしゃられましたが、仮に建

てかえを含めたそういう方向に進んだ場合、

どのようなやり方にしろ、多額の財政負担が

当然のごとくこれは発生するのですが、それ

はどう工面をされるのか、お尋ねをいたしま

す。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） まず、第１点目、いつ

黒字に転化するのかと。今我々も赤字財政を

執行してるわけではございません。いろいろ

な手法、また歳入の増収、また歳出の削減

等々を考えながら業務を執行させていただい

ております。そうした中で扶助費等々、経常

経費、いろいろと歳出が増大する中で、歳入

面をしっかりと確保していかなければいけな

いということで今時も努めさせていただきた

いと、このように考えておるところでござい

ます。 
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 それから、給食センターの建てかえの件で

ございますが、先ほども申し上げております

ように、一応そうした方策等はいろいろと計

画の中で検討はさせていただいております

が、どの手法でもって今財源がそしたらすっ

とそこに充当できるかというとなかなか厳し

い面もございますし、そうしたところを考え

合わせて取り得る手法についても今後検討を

重ねていきたいと、このように考えておりま

す。 

 だから、今町でずっとやるか、やれるかと

いうと、財源的に苦しいものがございます。

また、ＰＦＩ方式で取り組めるかどうか、そ

うした面も十分に検討をしなければいけない

と。だから、また若干今の施設に手を入れて

いって可能であるかどうか、そうしたところ

も検討をしていかなければいけないと、この

ように考えておるところでございます。 

 この４月から業務委託をするという方針を

打ち出しております。そうした面、業務委託

をする業者からも情報収集を重ねて取り入れ

ながら今後の方向の検討はしていきたいと、

このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（北川嘉明） 清原良典議員。 

○清原良典議員 今町民は先日の洗剤混入事

件以来、特に町民の目が給食センターの方に

向いておりますので、この建設等についても

これ以上町民に対して大きな負担にならない

ようによく検討していただいて、今後の財政

運営に当たっていただきたいと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（北川嘉明） 以上で２番清原良典議

員の総括質疑は終わりました。 

 次に、４番上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 ４番上山隆弘。通告の順に

従いまして、総括質疑をさせていただきま

す。 

 このたび町長は施政方針を述べられ、第４

次の総合計画の実施計画の提出も今回いただ

いております。その中で、大きな点、気にな

ります点、私がこのたび上げておりますの

で、できるだけ具体的にお答えいただきたい

なというふうに思います。 

 まず、このたびの予算の編成に当たって

は、経済財政改革2007の中身について踏まえ

ということがありましたが、この中身につき

ましてはどの部分、また何をとらえ今後の取

り組みの検討を行ったのか、そういった点を

お答えいただきたいと思います。 

 それから、今行政評価という言葉はどの場

面でも出てくることがございますが、太子町

の行政評価の考え方について、そして今の現

状の中からの動きについて説明をいただきた

いなというふうに思います。 

 そして、町長の言葉の中に協働の確立とい

うことがございました。協働を確立するとい

うことは非常に大きな目標であると考えるわ

けですが、具体な取り組みを説明いただきた

いなと思います。 

 そして、施政方針の中についてですが、ま

ずは健康でいきいきと暮らせるまちについ

て、ボランティア活動の支援という言葉がご

ざいましたが、その支援の考え方について説

明を求めます。 

 ２番目、豊かな人間性と創造性を育むまち

づくりについて、教育施設の整備についてと

教職員の資質の向上、その点を上げられてお

られますが、どう取り組むのか。 

 また、総合公園は、若干のいろんな場面で

の他の議員からの質問もございましたが、ど

のように計画を立て、活用についてはどう考

えていくのか、今後について説明をいただき

たいと思います。 

 また、それと同時に、スポーツの普及とい

うことを上げておられましたが、最近普及の

レベルが高いものは高いが、低いものは低く

なってきていることを感じておりますが、今

後の太子町のスポーツの普及、どう取り組ん

でいくのか。 

 また、伝統的文化の継承とありますが、こ

れは一体どういった意味で上げておられるの

か、またそれに伴い文化会館の活用、この部

分についても説明をいただきたいと思いま
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す。 

 ３、安全で快適に暮らせるまちについて、

防災、救助拠点についての安全確保、ハザー

ドマップ等作成はされましたが、本当に大丈

夫なのかなという建物も多うございます。そ

ういった部分、どう考えておられるのか、ま

た観光資源の開発とありましたが、観光資源

を今どのようにとらえ、またそれをどう開発

していこうとするのか、町並みの景観の向上

について、その部分とあわせて考え方につい

て求めます。 

 そして、水道の業務委託、これについては

今後大変気になるところでもございます。具

体的な説明を求めたいと思います。 

 豊かな緑に抱かれた活気あふれるまちづく

りでありますが、商工業の発展について総合

的な地域商工業の充実に役割を果たすとあり

ますが、それの考え方を求めます。 

 ５番目、美しい景観に機能性を備えたまち

について、計画的な土地利用の考え方、また

中心の市街地の活性化について、総合的な市

街地整備についての考え方について説明を求

めます。 

 また、言葉の中には、総合的な交通体系の

整備について、駐車施設、交通機関の確保と

ございましたが、そのあたりを具体的な説明

を求めます。 

 最後に、自治の連携による力強いまちにつ

いて、ほかの質問とも共通する部分が非常に

あるんですが、住民参加の促進についてとい

う部分などから、全般の取り組みについての

考え方を問います。 

 また、全世帯アンケートを計画されておる

のかなというふうに思いますが、そのあたり

のどのようなものなのかという部分と、それ

を行うに当たっての考え方、その説明をいた

だきたいと思います。 

 そして、職員のやる気、喚起できると、先

ほどの清原議員の質問の中にもコンプライア

ンスという部分の中に出ておりましたが、や

る気の喚起できる具体的な取り組み、これの

中身について説明を求めます。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、第１点目、経済財政改革2007、どう

とらえ、今後の検討等のご質問でございます

が、今国の方で言われております平成20年度

予算編成の基本方針、これにつきましては歳

出改革を軌道に乗せる上で極めて重要な予算

でございまして、歳出全般にわたってこれま

で行ってきた歳出改革の努力を緩めることな

く、また国、地方を通じ引き続き最大限の削

減を行っていくとともに、若い方々があすに

希望を持ち、またお年寄りが安心できる希望

と安心、そうしたことがいわゆる国づくりの

ために予算の重点化また効率化を行うもので

ございまして、そのもとになる方針の一つが

「経済財政改革の基本方針2007」でございま

す。 

 これは国の方針でございまして、その中に

は非常に多くの項目等がございます。一つ一

つ列挙することはできませんが、やはり歳出

全般にわたる徹底した見直し、そして公共事

業関係の総額の３％削減、また行政のスリム

化、効率化、総人件費改革、人員削減等にも

取り組むということでございます。そして、

税制改革、地方公共団体の行政改革推進、そ

ういうようなことが中には示されておるとこ

ろでございまして、太子町といたしまして

は、そうした中で特に地方財政計画に注目い

たしておるところでございます。地方財政計

画の規模が83兆4,000億円、地方交付税総額

15兆4,000億円等の数値の伸びを参考にいた

しまして、平成20年度の予算編成の軸にした

というところでございます。 

 次に、行政評価についてでございますが、

ご承知のとおり、行政評価としましては実施

している個々の事務事業を行政みずからがチ

ェックすることによりまして、手法、効果を

不断に見直し、効率的、効果的な町政を実現

するための有効な手段であるととらえており

ます。 

 本町におきましては、20年度の本格実施を

目指して評価システムの構築作業を進めてい
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るところでございます。具体的な評価方法は

現在検討いたしておりますが、総合計画に掲

げております各事業を評価の対象といたしま

して、各事業の成果、達成度を成果指標とし

て数値で明らかにすることにより、事業効果

は予定どおりあらわれているか、また事業手

法や効率性に問題がないか、そうした点を点

検、評価いたしまして、次年度以降の事業実

施に生かしていきたいというふうに考えてお

ります。 

 20年度の本格実施を目指しましては、担当

課で検討を行うとともに、適宜に試行実施も

行って問題点を改善し、より実効性のある行

政評価システムとなるように努めさせていた

だきたいと、このように考えております。 

 次に、協働の確立という問いでございます

が、昨年11月に開所をいたしました子育て学

習センターや、また防犯グループによります

子供たちの見守り、また放課後子ども教室に

おける生涯学習ボランティアの活動など、既

に地域のボランティアの皆様と協働で実施、

行っている事業は多くあるところでございま

す。今後、公から民へという流れは一層増し

てくると、このように考えます。住民による

活動がスムーズに行えるよう、行政は情報の

提供、そして住民相互の連携を図るためのつ

なぎ役としての機能を擁する必要があろう

と、このように思うところでございます。 

 そうした中、生涯学習に関する専門的な知

識を有する方々に学習成果を社会で生かして

いただくべく、人材登録制度、生涯学習リー

ダーバンクを活用いたしまして、学習希望者

への講師としての派遣や活動の場の紹介、あ

っせん等を行う仕組みづくりを検討していき

たいと、このように考えておるところでござ

います。 

 続きまして、健康でいきいきと暮らせるま

ちの中で、ボランティア活動支援についてで

ございます。この活動支援につきましては、

自発的に他者や社会のために、利益を求めず

だれもが暮らしやすい豊かな社会づくりに取

り組む地道な活動でございます。 

 町内においても、集団で組織的に活動をさ

れている方、また個人で活動をされている方

など、多様な形態がございます。地域住民の

ボランティア活動に対する理解と参加を促進

するために、平成13年８月に社会福祉協議会

内に太子町ボランティアセンターを設置いた

しております。現在、本町のボランティアに

つきましては、個人が27名、団体で60団体、

750名の方が登録を行い、いろいろな分野で

活動をしていただいておるところでございま

す。 

 主な活動内容といたしましては、学習機会

の提供、また交流ネットワーク推進事業、情

報の収集、提供、発信事業、マッチング支援

事業、各種相談事業等々がございます。ボラ

ンティア活動を行うにも人材と費用は必要で

ございます。ボランティア活動を支援するた

め、「市町ボランタリー活動支援事業」とし

て、県と町が社会福祉協議会に対してセンタ

ー職員の人件費の一部を助成いたしておると

ころでございます。ご理解のほどお願いいた

します。 

 次に、教育施設の整備についてでございま

すが、各学校園につきましては建築年度が近

接いたしておりまして、改修の必要な時期も

重なっておるところでございます。耐震とあ

わせまして大規模改造を年次計画に基づきま

して対応することといたしておりますが、こ

うした財政状況の中ではその都度見きわめて

いくこととなると考えております。本当に一

気にやれる体力があればやりたいんですが、

そうしたところは慎重に対応していきたい

と、このように考えております。 

 教員の資質の向上についてでございます

が、教員の資質や指導力のいかんによる子供

たちへの影響は言うまでもございません。そ

のために、教員には法定研修といたしまし

て、新任５年、10年、15年研修が義務づけら

れておるところでございまして、そうした

中、教育職員免許法が改正されまして、教員

免許の更新制が平成21年４月から導入される

ことになっております。教員免許状に10年の
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有効期限を設け、更新時講習を30時間受講す

ることが義務づけられたというものでござい

まして、町といたしましては教育委員会主催

で年２回すべての教職員を対象に実施するほ

か、各学校園での校内研究会への支援、さま

ざま研究会への参加を促し、資質や指導力の

向上に努めていく所存でございます。 

 総合公園の件でお尋ねでございますが、事

業再評価委員会の答申によりまして施設整備

計画の再検討を行った結果、総合的なスポー

ツ拠点並びに防災機能もあわせた施設配置と

したため、パブリックコメントを実施し、幅

広い町民の意見をいただき、素案を原案へと

確定させたいと、このように考えておりま

す。 

 事業実施計画につきましては、やはりこれ

もこうした財政状況の中で、十分そうした点

を踏まえながら再点検を行ってやっていきた

いと、このように考えております。その中に

は、やはり先ほど来出てますように、箱物的

なものは極力控えていき、やりやすい部分か

ら手がけていくというようなことも考えさせ

ていただきたいと、このように考えておりま

す。 

 次に、施政方針の２項目めについて、学習

の機会の提供、また歴史や伝統、地域文化の

創造並びにスポーツの普及等についてのお尋

ねでございますが、やはり昨今家庭内に閉じ

こもりがちで運動不足の人々に少しでも体育

館に足を運んでいただき、体を動かし、スポ

ーツを通じて仲間づくり、コミュニケーショ

ンを図れるよう、各スポーツ教室を開催いた

しておるところでございます。 

 また、このスポーツ教室を終了いたしまし

ても、そのままスポーツをやめていくんでは

なくして、続けていただけるようなスポーツ

団体の育成を図っていき、またあわせて技能

の向上にも力を入れていきたいと、このよう

に考えておるところでございます。いろいろ

とスポーツ教室等についてはございますが、

皆さんがこの教室に通いやすいような雰囲気

に誘導していきたいなと、このように考えて

おります。 

 また、伝統文化の継承等についての取り組

みでございますが、今最近特に１月のとん

ど、そして８月のお盆の盆踊り、また10月の

各神社の秋祭りでの屋台練りや獅子舞等、そ

れぞれの地域で特色あるさまざまな伝統行事

が受け継がれてきています。こうした伝統的

な行事に対して、平成12年度には太子町無形

民俗文化財に指定されている平方地区のお幡

入れ法伝哉、平成19年度には独特のお盆の行

事を行っている原地区の原の松明について伝

統文化継承事業として国の補助を受け、道具

等の整備、映像記録等の作成を行い、伝統文

化の継承の育成をサポートしてきているとこ

ろでございます。 

 そして、歴史資料館につきましては、館独

自の事業といたしまして、平成17年度には稗

田神社、19年度には黒岡神社の秋祭りの記録

の作成等を行っております。 

 今後、このような伝統行事の継承をサポー

トするに当たりまして、その継承者育成、道

具等の整備、記録の作成等が必要になります

ので、特に費用がかかります道具等の整備、

記録の作成については、教育委員会として国

からの補助事業を受けるためのサポートをし

てまいりたいと、このように考えておりま

す。また、このような補助事業を行うこと

で、地域内でも自分たちの行っている伝統文

化に対する関心が高まり、そしてまた継承者

の育成の一助になるものと考えております。 

 そして、小学生や中学生を対象にした伝統

文化こども教室事業として、平成15年度から

華道、茶道、詩吟等の教室を開催し、子供た

ちに体験し、学ぶことを通して、日本の伝統

文化に対して関心や期待を持たせる事業も行

っているところでございます。多くの方が参

加していただくように希望するところでござ

います。 

 次に、文化会館の活用についてでございま

すが、施設使用の促進を図る貸し館事業とと

もに、自主事業についても住民ニーズにこた

えた音楽鑑賞の場や地元アーチストへの活動
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の場の提供、町民みずからが企画、運営する

創造型事業を支援するとともに、地域文化の

高揚に一層努めてまいりたいと、このように

考えております。 

 次に、安全で快適に暮らせるまちについて

の件でございますが、防災、救助拠点につい

ての安全確保でございます。平成19年度に太

子町地域防災計画を見直しておるところでご

ざいますが、その計画の中で防災拠点として

柳の総合公園、運動公園を指定いたしており

ます。今後、支援物資の配送拠点として、防

災倉庫との搬路の確保等に努めていきたいと

いうふうに思っております。 

 次に、観光資源、また町並み景観等のご質

問でございます。本町では、斑鳩寺を中心に

施設、名所は多くございますが、宮本武蔵の

ブーム以来、太子町には宮本武蔵関連の観光

名所が１カ所増えましたが、それ以来新たな

資源は増えておりません。現在でもまだまだ

町内における観光資源は十分とは言えませ

ん。今後は、観光協会と、協議を重ねなが

ら、集客力のあるイベント等などの企画も視

野に入れ、新たな観光資源の発掘に努力した

いと、このように考えております。 

 こうした件につきましては、商工会、観光

協会等も連携しながら考えていきたいと、こ

のように思っております。なかなか新しいも

のを起こしていくということは難しゅうござ

います。そうした中で、どうした小さなこと

でもいいからそうした核になる点を見つけ出

していきたいなと、このように思っておりま

す。 

 町並み景観の向上についてでございます

が、国道179を代表とする広域幹線道路及び

丸山線を代表する地域幹線道路並びに沖代線

を代表する町内幹線道路等の良好な景観の形

成や、風致の維持や公衆に対する危害の防止

をするための兵庫県屋外広告物条例を基本と

した、本町固有の広告物ガイドラインを都市

計画マスタープランに基づき研究を重ねてい

きたいと、このように考えております。 

 続きまして、水道業務の委託についての問

いでございますが、現在水道事業体における

業務効率化、コスト削減による経営の健全化

が一層求められておるところでございまし

て、民間への業務委託は水道事業体組織のス

リム化、事業経営のレベルアップにつながる

方法の一つとして注目されているところでご

ざいまして、既に取り組みをなされている事

業体が効果を上げているというようなことも

聞いております。 

 そうした中で、水道業務のこの委託につき

ましては、次のような業務の委託を考えてお

ります。水道メーターの検針業務、そして水

道料金収納業務、滞納整理業務、転居による

精算及び開閉栓業務の委託等でございます。 

 先ほども申し上げましたように、経費削減

効果、またサービスの向上、そして業務の負

担軽減、この事業の収入増、そして検針の雇

用管理等が不要になるというところで、また

高度な技術力、ノウハウの導入が可能になる

等の効果が得られるんではないか、このよう

に考えておりまして、こうした中でとられる

ものについては12月ごろより試行をしていき

たいなというふうに考えておるところでござ

います。 

 次に、商工業の発展についてでございま

す。商工会が営利事業を制限された公益法人

で会費、手数料、補助金等で事業運営を行っ

ているため、その運営資金には限界がござい

ます。 

 しかし、経営改善普及事業などの基本事業

はもとより、地域振興の重要性がますます増

大する中で、その役割は社会的にも文化的に

も大きな役割を担っているところでございま

して、こうした商工業の経営支援や地域の活

性化を図る活動を行っている商工会に対し、

補助金を交付することで支援を継続していき

たいと、このように思っておりますが、この

平成20年度補助金につきましては近年県補助

金等が削減される中、本町では商工会事業補

助金1,500万円、特別補助金200万円、昨年と

同様の支援をしているところでございます。 

 太子町のこうした商業、工業の発展へのつ
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ながりというのは形態的には難しい面もござ

いまして、大型店舗等々の張りつき等により

地元商工が苦しい立場にも立っているのは否

めない事実でございます。そうした中での商

工会との連携を考えていきたいと、このよう

に思っております。 

 続きまして、美しい景観、計画的な土地利

用の考え方についてでございます。都市計画

マスタープランにおいて、土地利用配置及び

規制・誘導の方針が明確に示されているとこ

ろでございます。市街化区域については、住

宅地区、商業地区、工業、商業地区、沿道サ

ービス地区。また一方、市街化調整区域につ

きましては農業振興地区、また市街地外住宅

地区、環境共生地区、環境保全地区。また、

市街化調整区域については、既存宅地制度の

廃止に伴いまして、太子町土地利用調整基本

計画を策定いたしまして、土地利用方針を明

確にしているところでございます。そうした

中での対応を十分考えていきたいと、このよ

うに思います。 

 また、活性化についてでございますが、都

市計画道路龍野線の整備促進によりまして太

子町の中心市街地が移行し、現行用途地域と

の乖離性が懸念されているところでございま

す。 

 このために、自立の道を選択した太子町と

いたしましては、商業等の活性化と市街地の

改善を両輪とした中心市街地活性化基本計画

の策定が求められております。平成23年度決

定告示の用途地域見直しまでに方針決定いた

し、基本計画書に反映される必要があろう

と、このように思っております。こうした点

につきましても、やはり商工会、地元等々も

取り巻きながら協議を重ねていきたいと、こ

のように思います。 

 市街地整備の推進についてでございます

が、市街地整備に当たっては都市的土地利用

と非都市的土地利用が共存する状態が望まし

いと、このように考える中、そのために引き

続き市街化区域については残存農地の宅地化

を促進するため、農住組合法によります土地

区画整理事業を推進するとともに、市街化調

整区域については特別指定区域制度を活用

し、集落における新規居住者の住宅が建築で

きる土地利用を支援してまいる所存でござい

ます。今現在、竹広前田、そして田中農住組

合が既に整地をされているところでございま

す。 

 次に、交通体系の整備についてでございま

す。地域幹線道路につきましては、広域幹線

道路一般国道２号線、太子龍野バイパス、そ

して一般国道179号線、主要地方道県道太子

御津線へのアクセスを確保いたしまして、道

路交通の円滑な処理を行うとともに、町内幹

線道路と連携いたしまして、まちの外郭を形

成するように配置されているところでござい

ますが、この都市計画道路の整備率は約70％

と県下の類似団体と比較しても先進的である

と、このように思っておりますが、本町の中

央都市軸にふさわしい道路といたしましての

位置づけをされている都市計画道路龍野線は

未整備区間がまだ多いため、引き続き町の新

たな顔となるシンボル道路として整備が促進

されるよう、県の方にも十分働きかけていき

たいと、このように考えております。 

 次に、鉄道事業についてでございますが、

この事業につきましては、播磨地域６市４町

で構成いたしております山陽本線沿線市町連

絡会にこの太子町も参画いたしております。 

 ＪＲ西日本に対しまして、山陽本線の利便

性向上、環境整備等に係る要望活動を行って

いるところでございますが、また反面、バス

事業については、国、県、市町及びバス事業

者が参加する兵庫県生活交通対策地域協議会

の場におきまして、バス活性化方策等につい

て意見交換、路線休廃止に係る協議、調整等

を行っているわけでございますが、今後は太

子町も高齢化の進展等によりまして公共交通

の持つ重要性が一層増すものと考えられま

す。利便性が低下することのないように、事

業者等に引き続き要望、協議を行っていきた

いと、このように考えます。 

 それから、住民参加の取り組みについてで
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ございますが、パブリックコメント制度や各

種審議会委員の公募制度の導入、自治会長を

対象にしたまちづくり懇話会など、住民の参

画により幅広い住民の意見を聞く機会を設け

ているところでございますが、引き続きそう

したことを実施いたしまして行政運営に反映

させていきたいと、このように思います。 

 また、先ほど来協働の確立について申した

ように、各種イベントや防犯グループの活

動、子育て学習センター事業への参画また協

働をいただきながら充実を図っていきたい

と、このように考えております。 

 また、放課後子ども教室事業の拡大により

まして、生涯学習ボランティアとして登録を

いただいている方のより一層の活動の場が提

供できるんではないかと、このように考えて

おります。 

 次に、アンケート調査に関してでございま

すが、来年度実施予定の全世帯アンケートに

つきましては、平成22年度以降の10年間を計

画期間といたします第５次太子町総合計画の

策定の基礎資料として、町民の皆様が今町政

に対して何を求めていらっしゃるのか、また

太子町のあるべき将来像をどのように描かれ

ているのかというような点を把握させていた

だきたいということで実施するものでござい

まして、具体な設問内容につきましては４月

に立ち上げます庁内プロジェクトチームで検

討する予定でございますが、町が今後取り組

むべきと考える事業、太子町に対して持って

いるイメージなどを選択式で回答いただく形

を考えておるところでございます。 

 また、自由意見欄も設け、町民の皆さん方

の自由なご意見、アイデアを幅広くお伺いし

たいとも考えております。先ほど申しました

が、具体的な設問内容はそうした検討委員会

で十分に検討し、６月から７月までの間にそ

うした調査を実施する作業を進めていきたい

と、このように考えております。 

 続きまして、職員のやる気の喚起について

でございますが、行政ニーズが複雑多様化、

高度化、多様化、そしてその変化のスピード

も速くなってきている中で、住民の期待にこ

たえ、真に住民本位の良質で効率的な行政サ

ービスを提供し続けていくためには、その担

い手である公務員のあり方、育て方にも変革

が求められています。任用、給与、能力開発

など、公務員の人事管理にかかわる制度やそ

の運用もこうしたことを十分に意識して行わ

れていかなければなりません。 

 また、職員の側からも多数の職場を経験し

ながら、昇進していくばかりではなく専門性

を向上させるなどの多様なキャリアパスへの

思考、また就労意識の変化などそうした動

き、働き方が求められるようになってきてい

るところでございまして、そうした状況に対

処するにはこれまで見られた採用年次等を過

度に重視した任用や、年功的な給与処遇など

の集団的また画一的な人事管理を職員の能

力、適性、志向、実績等を重視した、いわば

個に応じたものに転換し、職員個々の業務遂

行意欲を向上させ、公務能率の一層の増進を

図っていくことが必要でございます。 

 そして、このような新たな人事管理を推進

していくためには、その基盤的なルーツとし

て人事評価システムが不可欠でございまし

て、実施を図っているものでございます。そ

うしたシステムが定着することによりまし

て、業務執行のあり方を改善するとともに、

働く職員の働きがいや自己実現の充実に寄与

することも期待いたしております。 

 評価を受ける職員自身が評価を受け身でと

らえるのではなく、評価を契機としてみずか

らの主体性に能力開発に取り組んだり、また

評価の結果を具体の業務遂行に反映していく

ことが重要となりますので、職員みずからの

やる気は喚起できるものと考えておるところ

でございます。みずからの行動や職務の達成

状況等を振り返る機会として自己評価を行う

とともに、目標等の明確化、そして今後のア

ドバイス等を受けるため、上司との面接を行

い、職場内のコミュニケーションを活性化

し、頑張れば報われるというような組織づく

りを目指して制度を構築していきたいと、こ
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のように思うところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（北川嘉明） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 まず、経済財政改革2007の

中身については、特に歳出改革の削減という

ことを重視されておるということですが、そ

れは当然だなということは私も思います。 

 ただ、この経済財政改革の基本方針2007と

いうのは、サブタイトルが「美しい国へのシ

ナリオ」でございます。その中には、やはり

地域の再生という項目がございます。そうい

った取り組みをいろんな意味で数広く事前に

行ってきておる動きも過去の質問した経緯で

お分かりかなというふうには思いますが、し

かし地方応援プログラムができる初めのとき

に質問をしても、私の質問が悪かったとは思

うんですが、ピントのずれた回答であったよ

うに思うところもございますし、その後の動

きについても、地域再生というのは国の見方

というのは地域の活力なくして国の活力はな

いという位置づけのもと、地域のやる気や知

恵や工夫を引き出す云々という言葉を前に持

ってきて、実行することができる体制づくり

が必要であると。 

 それから、前回、前回というのはかなり前

回ですが、まちづくり交付金のお話を出させ

ていただいたときも、国の考え方の推移とい

うものを若干お聞き、その中で町がどのよう

に動いていくのかということをお聞きしたこ

とがあった次第でございます。 

 その太子町らしさを出すために、その中身

について財政の抑止というだけでなくて、幅

広く町の動き、国に対応する町の動きをどう

見ておるのかというところをもう少しお答え

いただければなというふうに思います。 

 行政評価は、やはりよいものを期待してい

きたいなとみずからチェックをして行われる

ということで、20年度本格実施ということで

すが、そのチェックの視点が行政側の見方だ

けによるということではなくて、住民視点に

より近いものになるような管制体制とその情

報の公開には努めていただきたいなというふ

うに思うんですが、その次の協働の確立とい

う部分にもあわせて、情報の公開というのが

今回太子町の広報もよい賞を取っておられま

して、なかなかいいニュースだったなという

ふうには思っておるところではございます

が、広報のほか、ホームページのほか、何か

伝えていける形へのアピールはないのかとい

うことも考えますが、そのあたりもお聞きし

たいなと思います。 

 それから、協働の確立に防犯グループのこ

と、それから公から民へということもおっし

ゃいましたが、防犯グループも自治会によっ

てはつくらなくてはいけないものとして気持

ち的にはどうなんだろうという中で動いたよ

うなところもあったように聞いております

し、活動の支援、自発、利益なしのボランテ

ィアセンターとか、そういう今説明もござい

ましたが、やはりやる気のある方々をどう発

見していくかということをポイントに置いて

いただきたいなと思うわけです。 

 ボランティアの中でも最後の方、学校の支

援のボランティアのこともおっしゃっておら

れましたが、その人たちの支援の形、お金だ

けの面ではなくてやはり体制的にどう整え、

その立場の方々を安全にボランティア活動に

推進するように持っていけるのかという部分

を考えていただきたいなと思いますが、その

あたりのお考え、お答えいただけたらなと思

います。 

 それから、教育施設ですね。やはりいろん

な方に聞きますと、井川議員も再三太田小学

校のトイレのことについては質問はされてお

りますが、だれに聞いても太田小学校のトイ

レがきれいですと答えられた太田小学校の関

係者はおられませんでした。随時学校側も努

力はしていってるということですが、一遍に

は無理かもしれませんけども、学校の教育施

設、太子町の小学校本当に同時期ぐらいにこ

う傷んできておりますが、ただ本当に学校授

業をしているときに地震が来て崩れるような

ことがあれば困るわけで、県や大きな市も慌
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てて耐震の工事を進めておるようなことも見

受けられますが、学校の安心・安全というの

はやはり急いでいただきたい部分があるなと

いうふうに思いますが、実際地震が起きた場

合に逃げ場所に困っても、重要な施設ばかり

つぶれてるよっていうことでは本当に困って

しまうなと思いますし、また太田地区の方の

住宅が建て並んでおるところはどこに逃げる

んかなというぐらいに田んぼも埋まってきて

ると。そういった全体的な土地のつくりの中

での逃げ場所をどうこれから確保していこう

としてるのかというのを説明いただきたいな

ということを、次の安全で快適に暮らせる防

災の救助拠点という安全確保っていう部分と

あわせて、もう少し詳しく説明をいただきた

いと思います。 

 それから、伝統的文化の継承というのは、

実際にかかわるその人々が、文化ということ

は昔からの流れで変わっていくことも文化で

ありますし、守っていくことも文化であるわ

けですが、その取り組みの中にお金だけの支

援とか、国や県の形の中の流れの中での補助

体制やそういったことの支援だけではなく、

町の文化として守っていく姿としてどう示し

ていくのかという部分をお答えいただきたい

なというふうに思います。 

 文化会館の活用については、さまざまな形

で努力されているのかなと思う部分もありま

すが、今回はここは担当の委員会でもありま

すんで、また改めてということで、もうここ

は聞くことはやめたいと思います。 

 それから、先ほど言った防災の拠点につい

てですが、観光資源ですね、町並みの景観。

町を走っておりますと、例えば歩道と危険な

溝を区切るガードレールとかそういった仕切

りのものですね。あちこち場所によって形も

違いますし、太子町としてはこういう形で一

貫したものでつくってるんだというものが見

にくいような気がするんですが、そのあたり

今後景観の統一性についてはどのように考え

ておられるのかなと思うところもあります。 

 また、古いもののチェックですね。古いも

のがかなり今の状態ではその役割をすべて満

たしておらないものも出てきておるのではな

いかなと思うところがあります。そういった

今後の景観を再度建て直す部分においても考

え方をどのように持っていくのか、お聞きし

たいと思います。 

 水道の業務委託については、また所管の委

員会でございますので、詳しくお聞きさせて

いただきたいなと思います。 

 それから、商工業の発展ですが、大変地域

の商工業の方々というのが目立つ方もおられ

ますし、ぱっと入ってくると、太子町に入っ

てくると目立ちにくくなっているところもあ

るのかなと。これはどこに行っても大手の方

が目立つような営業戦略によって難しくなっ

てるのかもしれませんが、ただ太子町の商工

業ということを考えるときに、商工会だけに

任せるのではなく、町としても商工会の意見

を吸収して、大手のフランチャイズ的なもの

と、また地元にもともといる方々との話し合

いもできるような、太子町の中でまた一つの

会があってもいいのではないかなと思います

が、そのあたりの考え方をお聞きしたいなと

思います。 

 それから、美しい景観、機能性を備えたま

ちについてですが、道の整備、先ほど言った

景観の部分とあわせてですが、行きどまって

いる道であったり、中途になっている道に対

する対応についての説明を求めたいなという

ふうにも思います。 

 それから、交通機関の確保については理解

いたしました。ただ、駐車施設のことについ

てお答えをいただいておりませんが、今後の

駐車施設の展開について、役場が持っておる

もの、また借地としてあるもの、どのように

考えていくのか、説明をいただきたいなと思

います。 

 それから、最後の住民参加の促進という部

分ですが、これは先ほども申しましたよう

に、情報の提供の今後の形をもう少し強化し

ていただきたいということは再三言っておる

わけですが、アンケートをとるという形が私
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はそれはすばらしい取り組みだなというふう

には思っております。ただ、その中身につい

ての生かし方、またそれについての公表の仕

方もさらに住民と一体感を持つような取り組

みの形で生かしていただけるようにしていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 それと、職員のやる気ですが、みずからの

主体性を反映していくと。まさに地方自治体

もみずからの主体性がこれから反映されてい

く部分があるのかなというふうには思ってお

りますが、個人に求めていくことと同時に、

受け入れる町長としてはどのような行政マン

が高い評価を得られるのかとお考えなのか。

例えば、近隣の市では国や県から助成金を取

ってくる政策を打ち立てた者に対しては非常

に評価を高く持ってるというようなことを、

つい最近新聞記者と２人でゆっくり話をさせ

ていただいたところもございます。町長は、

どういった職員を求めるのでしょうか。再度

お答えいただきたいと思います。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） まず、経済財政改革

2007の関係でございますが、やはり国のとら

えておりますいろいろな面で、我々もそうし

たところを十分に取り組みに反映させていか

なければいけないと、このように思っており

ます。やはり国も地域があっての国というこ

とでございますし、それぞれの町にはそれぞ

れの方策等もございます。その体制づくりに

つきましても、やはり公有的な面が見られる

と、このように考えております。 

 我々もそうした中で、まちづくり協議会、

そしてそうした関連のある皆さん方とも協働

しながら、こうした取り組みについての検討

は十分前進させていかなければならないと、

このように思うところでございまして、やは

り皆さん方がこの町に住んでよかったと言え

るようなまちづくりを考えていきたいと、こ

のように思うところでございます。 

 そして、次は行政評価の件でございます

が、こうした内容につきまして住民の意見も

取り入れるべきではないかというご質問であ

ったろうかと思うんですが、やはり私どもは

町職員だけでこうしたことはなかなかすべて

ができるかというと難しい面もございます

し、その中で町民の皆さん、またいろいろな

役員の皆さん方にもそういうところはご指摘

等を受けながら、考え合わせていかないとい

けないと、そうしたことは私はやぶさかでは

ないと、このように考えるところでございま

す。 

 それから次に、ボランティアの体制づくり

でございますが、ボランティアの活動支援、

私自身ボランティアという名前、名目、それ

からこの活動、その支援のあり方ですね、な

かなか紙一重難しい点もあろうと思うんです

が、余り行政がどんどん中に入っていき、そ

のボランティア本来の活動を阻害することも

いかがなものかというふうに思いますが、側

面からそうした面は十分考え合わせて活動の

支援を行っていき、また体制についてもあら

ゆる面で取り組みをさせていきたいなと、こ

のように思います。 

 この中では、行政から投げかける分もござ

いましょうし、ＮＰＯ法人また企業、労組、

そうした方々の立ち上げもあろうと思いま

す。また、団体からの立ち上げ等も考えられ

るんではないかと思います。そうしたところ

は十分連携を図ってやっていきたいなと、こ

のように思います。 

 それから、もう一点、次に教育施設の件で

ございます。おっしゃるとおり、この太田小

のトイレの改修といいますか、トイレがまだ

そうした現状でどこに原因があるのか、一度

私も教育委員会と十分連携を図りながら取り

組みをさせていただきたいと思います。 

 私がよく行かせてもらったときには、運動

場の南の屋外トイレですね、その件ではご要

望はたくさん受けておったんですが、この太

田小の校舎のトイレ、ちょっと抜かっており

ました。一度また細部にわたって見ていきた

いと、このように思います。 

 それから、この教育施設、やはり大きな震

災等々、災害等におきましては、避難所とし
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ての機能も発揮していかなければなりませ

ん。そうした中での耐震改修は優先度等を考

え合わせながら、また財政面でも十分にらみ

合いながら取り組みを図っていきたいと、こ

のように思います。 

 それから、伝統文化の継承についてもご指

摘を受けました。やはり守るも文化、また変

えるも文化、それはいろいろな面でそうした

ところは重要であろうとは思いますが、しか

しその時代時代に適応できるかというと、こ

れは地道な活動も必要ではないかと、このよ

うに思うところでございまして、そうした面

は今活動をなさってる皆さん方とも協議、ま

た話し合いを持ちながら守るべきものは守っ

ていき、また新たにこうした点を変えていこ

うという面は変える必要もあるんではないか

と。 

 いろいろな先ほど私が申し上げました、祭

り一つにいたしましても、やはり同じ形態で

やっておりますと、なかなか今の時代に即し

てるかというとそうでもない面もあろうかと

思いますし、反面やはり核にするべきものは

しっかり守らなければいけない、そこらは十

分あわせながら考えさせていただきたいと、

このように思います。 

 次に、道路関係で歩道と車道の関係、また

歩道と水路関係でのそうしたまちまちな施工

等の取り組みがなされておるという件でござ

います。私自身もそうした点、一本化という

のも難しいんではないかなと、このように思

います。その場所場所についての強度の対応

とかそうしたものも考え合わせていかなけれ

ばいけない。 

 そして、特に昨今、北の方へ行きますと、

宍粟市の方では間伐材を使用した防護さく

等々も取り入れられております。反面、価格

的にはちょっとお高いというようなこともご

ざいまして、そうした強度面また耐用年数等

もあわせながら、若干統一化というのは難し

いんではないかとも思いますが、一度考えて

いきたいと、このように思います。 

 それから、商工関係でございますが、これ

は大型店と地元商業者等の連携したそうした

会議、今私も何とか一本化できないだろうか

なという思いもするところでございますが、

なかなか難しゅうございます。と申しますの

も、張りついておる大型店舗、そこの支店長

さんといいますか、そういう方々にはそこま

での権限がないといいますか、本社へ問い合

わさなければいけない。そして、本社の決裁

をもってやりますと恐らくだめであるという

回答が多いというようなことも聞いておりま

す。何とか商工会への加入という促進もお願

いするところでございますが、そうしたこと

もなかなか難しいというところで、我々も端

的にはほうっているということではございま

せんが、でき得る限り商工会の方へは情報提

供もさせていただきながら取り組みをさせて

いただいております。 

 この商工、商業、工業の関係に、いずれに

しましても難しいといいますか、そうした点

があろうと思いますが、でき得る限り連携を

図りながら取り組みをさせていただきたいと

思います。 

 駐車施設関係でございますが、この取り組

みもなかなか、用地確保、それとかその地域

地域、設置する箇所によってはその機能性、

そうしたものも必要ではないかと思います。

ふんだんにそうした駐車スペースを確保でき

れば最良ではございますが、用地等々の問

題、それからその利用性等も考慮しなければ

ならないと思います。できる限りそうした予

防と申しますか、利用の大きいところにつき

ましてはそうした関連との協議を進める中で

確保をしていかなければいけないと、このよ

うに思いますので、またご指導等も賜りたい

と思います。 

 アンケート調査についてでございますが、

この中身等々は、今先ほど申し上げさせてい

ただきましたが、このいろんな面での協議で

ございます。ここらは担当課とも十分協議を

させていただき、この計画の基礎資料に活用

できるような内容でもってさせていただきた

いと考えておりますので、慎重にその設問
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等々についてもプロジェクト等でも考えさせ

ていただきたいと思います。 

 こうしたアンケート、何も行政だけで独自

にやっていくということも考えてはおりませ

ん。そうした意見は、できる限りお聞かせ願

って、取り入れをさせていただきたいと、こ

のように思います。 

 それから、この評価の関係、職員のやる気

という点等についてでございますが、今いみ

じくも国の補助等々を獲得した職員が評価が

上がるというようなこともおっしゃっておっ

たところでございますが、私はそういう方面

に精通する職員もあり得るだろうと。これが

絶対に新しいもので、補助っていいますのは

大体メニューに載っております。それがいか

に幅がといいますか、その範囲で上限はあろ

うと思いますけれども、大体そのメニューは

決まっておるものと思いますし、また特にま

ちづくりや何かにつきましてはそうした今ア

イデアといいますか、職員のアイデアが補助

に乗るかどうかというようなことは考えられ

ようと、このように思います。 

 だけど、そうしたものだけではなくして、

私は町全般のそれぞれの職務を遂行していく

中で、前向きに一つ一つ与えられた職務をい

かにやっておるか。また、昨今特に町民との

そうした接点、そこらも考えてやっている

か、大きい広い枠でとらえて行っていきたい

なと、このように考えております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（北川嘉明） この際、暫時休憩しま

す。 

 再開は午後１時とします。 

（休憩 午前11時57分） 

（再開 午後１時00分） 

○議長（北川嘉明） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 午前中に引き続き、午後も

先輩議員も控えておられますし、議案も盛り

だくさんございますので、細かいことはほか

の場面で意見を交換していきたいと思います

が、とにかく財政的な面での苦しい状況の中

というのは、ほとんどの地方自治体、また国

もそうですが、何かと思いどおりに行かない

こともございますが、今年は町長選挙もござ

います。20年度は町長、２期の集大的な形を

示す形がどこにあるのかということも思うわ

けですし、また３期目どうされるかというこ

とで、その中につなげていきたい思いもこの

中に含まれていっておるのかなとも考えます

が、そのあたりの説明と考えをお聞きしたい

なと最後に思います。 

 また、最近太子町という町は事件がありま

したり、信用的に失いやすいことを失ってし

まいがちな状況がある中での住民との関係構

築の工夫、やはり声を大きく小さく、小さい

声を聞いていく努力、大きな努力をしていた

だき、地域の持つ可能性を引き出していただ

き、行政が持つ可能性を大きく展開していっ

ていただくためにも、ここにも経済財政改革

の基本方針ございますが、国も地域に対して

自分たちも同じような中で地域再生総合プロ

グラムというのもちょうど１年前ぐらいに立

ち上げて、約200幾つでしたでしょうか、た

くさんの諸施策をいろいろと展開し、考えて

おられるようです。その中のものも各担当課

が工夫できないかということも検討をまたし

ていっていただきたいなと思います。そのあ

たりをお聞きしたいと思います。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えします。 

 ２期集大成ということでのご質問でござい

ますが、やはり私自身は就任当初からもう大

体の大きな施策等々は、またハード面につい

ても整ってると、このように考えておりま

す。それをいかに長い間活用していくかと、

そしてまた中身の問題に入ってこようと思い

ます。そうした中で、こうした全国的に財政

的に厳しい状況下のもとで、しっかりとした

コンパクトな行政執行をやっていきたいとい

うことで、今まで取り組みをさせていただい

ております。 
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 その中では、やはり先ほども出ておりまし

たように、一人ひとりの負債額等も減らして

いこうということで取り組みをしているとこ

ろでございますが、財政調整基金の問題にも

触れていただきましたが、私はそうした起債

等々、お一人の債務につきましても的確に額

を減らしていく、調整基金だけの問題ではな

いと、このように考えております。 

 しかしながら、やはり今まで環境整備、下

水道整備に多額の投資をしております。それ

もおおむね完成したと、完備できたなという

思いでございますが、今後はその支払公債費

についていかに減らしていくかというところ

に来ておろうと、このように思います。22、

23年がピークになってくるんではないかと。

そこらもしっかりと見きわめて、やはりそう

したところは町民の皆さん方にも十分説明責

任を果たして取り組んでいきたいと、このよ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（北川嘉明） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 ほかにも答えていただきた

いところも質問としてはさせていただいたつ

もりではございましたが、幸い太子町議会は

毎月常任委員会も行っており、確認をさせて

いただく場面が今後多々あるかと思いますの

で、そこでも行わさせていただきたいなと思

いますが、とにかく国が行っていく施策の展

開におきましても、さまざまな資料等を見ま

すと、町が生き残るためのヒントがたくさん

隠れているようなことを感じるところもござ

います。 

 また、そうならないような状況というのが

国の行い方の中には感じるところもあり、微

妙な感じ、感覚を得てしまうこともあるわけ

ですが、住民の声もっともっと近くに持って

いただき、信頼回復をしていただき、太子町

を住んでよかったと町長が言っておられるも

のにしていかれる努力が目に見えますよう、

お願いを申し上げておきます。 

 以上で上山隆弘、総括質疑を終わります。 

○議長（北川嘉明） 以上で４番上山隆弘議

員の総括質疑は終わりました。 

 次に、13番村田興亞議員。 

○村田興亞議員 13番村田興亞。通告に従い

まして、総括質疑をいたします。よろしくお

願いします。 

 まず、第４次太子町新行政改革大綱のもと

に自主財源の確保に努め、スリムで効率的な

行政運営の推進を図ることを最優先課題とし

て、行政評価の手法を用いて事業の重点化、

適正化を進めて行政課題に柔軟に対応できる

財政基盤の強化を図ることであると、こうい

うことで平成20年度の一般会計83億6,915万

1,000円、７会計、その他企業会計の予算総

額が151億6,479万1,000円で予算が組まれて

います。 

 まず、そこで順次お尋ねしてまいりますけ

ど、まず行政評価のシステムについて政策の

施策、事務事業のそれぞれにおいて行政活動

を実施した結果、目指していた目的に対して

どれだけの成果が上がったのかを客観的に把

握、評価して、その結果を次年度以降に反映

させていく仕組みであるというのが行政評価

でありますけど、私も過去にも一般質問で行

政評価のシステムを取り入れてはどうかとい

うこともただしたことございますけど、今回

こういうことが町長の施政方針にも出ており

ますけど、先ほどの総括質疑の方もありまし

たけど、もちろんそういう行政大綱に基づい

て年度ごとの事業評価はあろうかと思います

けど、具体的な取り組みをお願いしたいと思

います。 

 それから、２点目、財政基盤の強化につい

て、主な改革項目で自主財源の確保で健全な

財政運営を維持するために、都市計画税の導

入を初め新たな歳入の確保に向けて検討する

とありますけど、都市計画税の導入について

は実施計画で22年度とあるわけでございます

けど、これは住民に対して過大なる負担にな

り、慎重な対応が必要と思うわけですけど、

それについてはいかがであるか、お伺いしま

す。 

 町税、または上下水道の使用料、保育料の
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納付に対する意識啓発や滞納者に厳正なる対

応、そして徴収体制の強化を実際的に効果を

上げるためには抜本的な対策が必要と思う

が、その取り組み内容について問います。 

 それから、３点目は健康でいきいきと暮ら

せるまちづくり、平成20年度より新たに75歳

以上の対象となる後期高齢者医療制度が開始

されるわけでございますけど、今年度予算に

２億8,643万8,000円計上されているわけでご

ざいますが、75歳以上の後期高齢者について

その心身の特性や維持、それから生活実態を

踏まえた医療制度として創設されるわけでご

ざいますけど、これは非常に高齢者に対して

弱い者のしわ寄せ感が強いわけでございま

す。そういう意味で、十分な配慮と理解が必

要と思います。今回太子町の広報にもページ

を割いて後期高齢者についての住民に対する

周知もされておりましたけど、まだまだやは

り一般の町の声、あるいは世間の声を聞きま

しても、これに対しては非常に戸惑いと、そ

れから高齢者に対して非常に負担があるとい

うようなイメージがありますんで、その辺に

ついての配慮、あるいは町としてどう取り組

むかを説明をお願いしたいと思います。 

 それから、西播磨児童デイサービス事業を

本年の４月より開始して、専門職による質の

高い療育を提供するとあるわけでございます

けど、具体的な内容をお伺いします。 

 ４点目には、豊かな人間性と創造性をはぐ

くむまちづくりの教育施設の整備、あるいは

学校給食共同調理センターの20年度の事業手

法の検討とあるわけでございますけど、今回

の給食調理センターにつきましては洗剤混入

事件が大変残念なことであります。この事件

を踏まえて、食に対する大事な問題でありま

す。今後、危機管理、職員の教育、安心・安

全の給食にどのように取り組んでいかれるの

かをお伺いしたいと思います。 

 もう一点、安全性では、安全で快適に暮ら

せるまちづくりとしては、安定した生活水の

提供、水道事業の健全化のための今回料金改

定もなされたわけでございますけど、今後さ

らなる財政体質の改善に向けた水道事業の一

部委託の検討ということもあるわけですけ

ど、給水も食と同じように人間の飲み水であ

り、最も安全・安心が要求されるわけでござ

いますけど、この辺についての取り組みもお

伺いしたいと思います。 

 それから５点目、豊かな緑に抱かれた活気

あふれるまちづくり、農業基盤の整備で、集

落営農組織及び認定農業者の確保、育成のた

めに支援するとあるが、農業者の後継不足、

若者の農業に対する理解を含めての取り組み

を問うわけでございます。 

 それから６点目、美しい景観に機能性を備

えたまちづくり、市街地整備の推進でＪＲ網

干駅地区の周辺の整備を図るため、21年兵庫

県都市計画審議会の諮問に向けて、これから

その作成に住民の意見も反映して、ぜひ必要

があると思うわけですけど、その辺について

の取り組み内容を伺います。都市計画道路、

あわせて揖保線の工事の進捗状況もお伺いし

ます。 

 ７点目、自治と連携による力強いまちづく

り、支え合い共生する住民主体のまちづくり

で、住民相互に支え合い、触れ合いのある地

域づくりを進めるためのコミュニティーの活

動を支援して人材の育成とあるが、太子町も

団塊世代が増えているわけでございますけ

ど、この人たちに対しても生きがいを持って

もらうために支援することが必要と思うが、

いかがでしょうか。 

 人事評価制度を実施して、人事の活性化、

職員のやる気を喚起のできる人事制度を構築

するとあるが、この評価制度についても、職

員の勤務の実績並びに執務に関連して見られ

た職員の性格、能力及び適性を記録して、こ

れらを職員の指導、監督の有効指針とすると

ともに、人事異動その他人事の行政運営上、

公正な基礎資料として活用し、職員の能率の

発揮を図るべきと思いますけど、具体的にそ

ういう人事評価も含めてはどういうプログラ

ムを計画されているか。 

 以上、お伺いしたいと思います。 
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○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えします。 

 まず第１点目でございますが、議員もご指

摘のとおり、行政評価とは、実施している

個々の事務事業を行政みずからがチェック

し、達成した成果を客観的に把握することに

よりまして、事業効果や手法、効率性等を点

検、また次年度以降の事業実施に生かそうと

するものでございます。 

 先ほどの上山議員の質問にもお答えしたと

おりでございますが、本町におきましては

20年度の本格実施を目指して評価システムの

構築作業を進めておるところでございます。

総合計画に掲げている各事業を評価の対象と

いたしまして、各事業の成果、達成度を成果

指標といたしまして、数値で明らかにするこ

とによりまして、事業効果は予定どおりあら

われているのか、また事業手法や効率性に問

題がないかという点を点検、評価することに

より、次年度以降の事業実施に生かしてまい

りたいと、このように考えておるところでご

ざいます。それぞれの担当課で検討を行うと

ともに、試行実施によりまして問題点を抽

出、改善して、より実効性のある行政評価シ

ステムになるように努めてまいりたいと、こ

のように考えておるところでございます。 

 続きまして、都市計画税の導入についてで

ございますが、もうこれは議員さん各位も既

にご承知のとおりで、非常に私も大きな問題

であると、そのように考えておるところでご

ざいます。慎重な上にも慎重に、どうするか

ということを考えていかなければならない

と、このように思っております。今ここで端

的に軽々しく申し上げることはできません

が、どういう方向性になるか十分に考え合わ

せて、実施、導入をするか、導入に向けての

取り組みを町民の皆さんにも、こういうこと

で導入していくんだということがはっきり説

明できるように考えさせていただきたいと、

このように思っております。 

 次に、町税等々の関係でございますが、こ

れはやはり定められた納期までに自主的に納

めていただくことが原則でございますが、現

実的には納期後の督促状や催告書により納付

されるケースも多くございます。18年度決算

では、町税では４億1,800万円余りの収入未

済が生じておるところでございます。今年度

から納期内納付を推進するために延滞金の徴

収を予定しておりまして、現年度分の徴収率

の向上に向けて、そうした取り組みをしてい

きたいと考えておるところでございます。 

 滞納繰越分につきましては、分割納付者の

納付状況の管理、また財産調査等を積極的に

進めていきまして、悪質な滞納者に対しては

預貯金等を中心に差し押さえの実施をしてい

きたいと、このように考えております。しか

しながら、一方では生活弱者と申しますか、

納付能力のない滞納者につきましては、そう

した状況を的確に把握していきまして、滞納

処分の停止もやむを得ないという考えでもっ

て対応していきたいと、このように思います

が、何分厳しい財政状況下で、徴収率の向上

に努め、そしてやはり自主財源の確保に努め

ていきたいと、このように思っております。 

 次に、上下水道の使用料の徴収強化につき

ましてですが、この使用料の徴収、これは今

職員１班２名の５斑体制を昨年12月から立ち

上げまして、そこに嘱託職員１名を加えて未

納料金の収納に努めておるところでございま

して、留守がちな家庭等には休日に戸別訪問

いたしまして料金の回収を図っておるところ

でございます。逆に悪質滞納者に対しまして

は給水停止処分を実施しながら徴収に努めて

いきたいと、このように考えております。そ

うした中、やはり誓約書等々、また支払い計

画等につきましても、そのケースケースによ

って対応をしていきたいと、このように思っ

ております。 

 次に、高齢者の医療の確保の関係でござい

ますが、この法律によりまして本年４月１日

から後期高齢者医療が始まるところでござい

ます。もう既にご承知のとおり、この法律は

国民の高齢期における適切な医療の確保を図

るため、医療費の適正化を推進するための計
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画の作成及び保険者による健康診査を実施

し、国民保健の向上及び高齢者の福祉の増進

を図ることを目的としておるところでござい

ます。 

 高齢者医療制度の改正は昭和57年の老人保

健法の制定以来で、後期高齢者医療ではすべ

ての被保険者に保険料の納付義務があり、低

所得者には保険料の軽減があるものの負担を

求めておるところでございます。この医療制

度は、今後ますます増大することが見込まれ

る医療費に対しまして、現役世代と高齢者の

負担を明確にいたしまして、また世代間で負

担能力に応じて公平に負担することと、また

公費を重点的に充てることにより国民全体で

支える仕組みでございます。後期高齢者医療

は医療費の増加が予想されることから、被保

険者の保険料負担のみならず現役世代の負担

も増加するものと、このように思っておりま

す。 

 後期高齢者医療制度の概要については「広

報たいし」でお知らせしておりますが、制度

が複雑でございまして、高齢者の多くが理解

されていないのも現状ではないかと、このよ

うに思っております。３月に後期高齢者医療

についての出前講座の依頼も２件ございまし

た。この医療制度の周知には十分に対応し努

めていきたいと、このように思っておりま

す。 

 また、この後期高齢者の健康診査でござい

ますが、広域連合には健康診査を実施できる

体制がありませんので、住民への利便性を考

慮し、各市町で従来どおりの受診ができる機

会を設けていかなければならないと、このよ

うに考えております。健康診査の項目は、糖

尿病等の生活習慣病の早期発見のための健診

といたしまして、75歳未満の特定健診の項目

のうち必須項目を実施していきたいと、この

ように考えております。 

 健康診査の周知を図り、健康でいきいきと

暮らせるまちづくりに努めていかなければな

らないと、このように思うところでございま

すので、それぞれの皆さんのご理解を賜りた

いと、このように思っております。 

 次に、西播磨児童デイサービス事業につい

てでございますが、現在療育は市町の事務と

なっておりまして、質の高い療養事業を実施

するため、西播磨４市３町が共同して取り組

んでいるところでございます。 

 18年６月からは毎週１回、医師、心理士に

よる相談、評価を先行的に実施いたしてお

り、19年度は施設整備に着手いたしておりま

す。さらに、20年４月からは、完成した新し

い施設を使用いたしまして、本格的に障害児

を対象といたしました児童デイサービス事業

を開始していく予定でございます。 

 具体には、非常勤ではございますが、医

師、心理士を配置いたし、常勤の理学、作

業、言語の各療法士に加えまして、経験豊富

な保育士等を配した機能訓練付の児童デイサ

ービス事業を実施していこうと、このように

取り組んでおるところでございます。 

 施設の運営は、林田町で鈴ヶ峰という児童

デイサービス施設、また姫路市の蒲田で広畑

学園という児童養護施設を経営し、児童福祉

の分野でもう実績のある社会福祉法人あいむ

に運営を委託することとしております。 

 委託料につきましては、西播磨４市３町が

均等割30％、人口割20％、利用児童数割50％

で案分して、この事業を軌道に乗せていきた

いということで、それぞれ確認をしていると

ころでございます。 

 次に、給食センターの今後の危機管理、ま

た職員の教育、安心・安全の給食等につきま

してでございますが、給食センターの今後の

危機管理につきましては、早急に危機管理マ

ニュアルを作成の上、徹底を図っていきたい

と考えております。 

 職員教育につきましては、４月からの調理

業務の民間委託も踏まえまして、事務所内に

はもちろんのこと、調理受託業者である業者

とも共同して教育を徹底的にし取り組んでま

いりたいと、このように考えております。 

 次に、安全・安心の給食に対する取り組み

につきましては、従来から県が作成しており
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ます学校給食衛生管理マニュアルと今回作成

いたします危機管理マニュアルの徹底を図る

ことによりまして安全・安心の給食を提供し

てまいりたいと、このように考えておりま

す。 

 水道業務の委託につきましてでございます

が、先ほど上山議員の方にもお答えさせてい

ただきました。現在の水道事業体における業

務効率化、またコスト削減等による経営の健

全化がより一層求められております。民間へ

の業務委託、また水道事業体組織のスリム化

等につながる方法の一つとして今注目されて

おり、既に多くの事業体で実施され大きな効

果を上げております。それぞれの分野での取

り組み、委託等につきましても前向きに効果

があると考えられますので、取り組みをさせ

ていきたいと、このように思っております。

20年度におきましては、これらの事業効果が

得られるような委託内容の協議検討、そして

12月には試行期間を予定いたしております

が、これはプロポーザルの準備から実施まで

の期間を考慮して考えていきたいと、このよ

うに思っております。 

 次に、緑豊かな件でご質問をちょうだいい

たしております。 

 農業を積極的に推進するために、今後はや

る気のある農業経営者を育成する必要がござ

います。19年度より国が講じております品目

横断的経営安定対策では、太子町内では３名

の認定農業者と１集落の特定農業団体が対策

に加入されたところでございまして、この４

月には上太田においても新たに集落営農組織

が設立される予定でございます。今後も継続

して、未加入の小規模農家及び集落に対しま

して、地域担い手育成総合支援協議会を中心

といたしまして、集落座談会等の啓発活動を

一層推進し、新たな担い手の確保、育成に努

めていく所存でございます。 

 また、この認定農業者育成支援対策としま

しては、県農業改良普及センター主催事業な

ど等を活用いたしまして支援を今現在行って

おります。このように、農業経営全般につい

て行政の立場からバックアップできる部分は

行い、特に若者が農業に興味を持てるような

施策や情報の提供を今後も行ってまいりたい

と思います。しかしながら、今農業といいま

すとなかなか厳しい時代に入ってきておりま

すので、そうした組織的な取り組みが必要に

なろうと、このように考えております。 

 続きまして、ＪＲ網干駅周辺整備について

でございますが、今現在計画の熟度が達して

おりますＪＲ網干駅西南地区の土地区画整理

事業の都市計画決定として、区域会の決定、

特定保留解除、市街化区域への編入、用途地 

域、また地区計画の種類がございまして、関

連都市施設として都市計画道路龍野線と山陽

本線との立体形式、幅員の決定、龍野線と網

干線の交差点位置の決定などがございます。

方針でも述べておりますように、平成21年２

月の県の都市計画審議会へ諮問するための手

順といたしまして、関係機関との調整を終

え、素案の縦覧を行い住民意見を聞く、かつ

また住民説明会によりまして意見を聞くとい

う２段階により町民意見反映の場を設け、合

意のもとに都市計画を進めていく手順で進め

ております。ご理解のほどよろしくお願いし

ます。 

 続きまして、都市計画道路揖保線の進捗状

況についてでございますが、これはもう提案

説明等でも、また一般質問でもお答えさせて

いただいておりますとおり、地権者の皆さん

方のご協力によりまして平成20年２月末現在

で用地の取得率が95％と事業促進が図れたも

のでございまして、21年度予定の工事を20年

度に前倒しするとともに、引き続き残りの用

地関係、墓地移転、そうした交渉を続けまし

て、平成22年度末の完了を目指してやってい

きたいと、このように考えております。 

 次に、支え合い共生する住民主体のまちづ

くり、住民相互に支え合い、触れ合いのある

地域づくりを進めるためには、住民が協働で

できる機会と場を提供することだと考えてお

るところでございまして、この前の議員さん

にもご説明させていただきましたが、昨年
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11月に開所いたしました学習センターのよう

に、地域ボランティアの皆さんとの協働で子

育て支援を行っているところでございます。 

 また、防犯グループ、そして皆さんによる

地域の安全・安心が図られるだけではなく、

住民相互のコミュニティーの促進にもつなが

るものと、このように考えております。 

 新年度におきましては、食と農を結ぶクラ

スター事業を実施いたしまして、地域住民に

よる栽培から調理までを行い、生産者と地域

住民の協働による地産地消や食育を推進する

ものでございます。 

 また、本町では特別指定区域制度を活用い

たしまして、地域独自のソフト事業や土地利

用計画の策定を行いまして、住民がみずから

のまちづくりを進める地域に対して支援を行

っているところでございます。こうした点、

よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、人事評価制度についてでございます

が、もう上山議員の質問にもお答えいたしま

したとおり、人材育成の観点から目標設定、

また自己評価、育成指導、面接を通して職員

の能力開発、やる気の喚起を行うものでござ

います。平成18年11月から昨年９月末までの

間、第１次試行、第２次試行、第３次試行を

実施いたしまして、その制度の公平性、客観

性、透明性、納得性、信頼性の向上に努めて

いるところでございます。現在、管理職職員

は本格実施、それ以外の職員は第４次を実施

いたしておるところでございます。 

 この内容といたしましては、第１次試行に

おいては、管理職員を対象とした能力評価、

そして第２次試行においては、管理職員を対

象といたしました能力及び実績評価を行い、

また第３次におきましては、第２次に加えま

して管理職職員以外の職員の能力評価を実施

し、現在第４次として全職員を対象とした能

力及び実績評価を実施いたしておるところで

ございまして、制度としての人事評価システ

ムは職員にとって初めてのことでもございま

す。ふなれな部分もありますので、試行結果

等の検証を行うとともに、評価者研修、被評

価者説明会等によりまして評価制度の理解を

深め、制度の公平性、客観性、透明性、納得

性、信頼性を高め実施していきたいと考えて

おるところでございまして、評価結果の活用

につきましては、現時点では評定結果を本人

に示す育成指導面接において活用いたしてお

ります。その中で評価を受けた職員の話を聞

き、能力開発や意欲の向上につなげたいと、

このように考えております。また、適材適所

の観点から、本人の能力や適性に応じて人事

異動等の資料としての活用も考え合わせてお

るところでございます。給与等への反映につ

きましては、勤勉手当の成績率に反映し、今

後評価制度の信頼性を高め、昇給、昇格にも

反映させていく予定で準備を進めておるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（北川嘉明） 村田興亞議員。 

○村田興亞議員 ありがとうございました。

３点だけ、ちょっと確認させていただきま

す。 

 まず、今いろいろと町長からの説明もあり

ましたけど、特に町税とかそういう滞納に対

する徴収体制については差し押さえ等もとい

う検討もありましたけど、今までもそういう

ことも言われ、また県の方からの指導等もし

て特別体制でやられたわけでございますけ

ど、今までよその市町村ではその差し押さえ

物件、具体的に実行し、そしてそん中で競売

にかける、あるいはオークションにかけると

か、そういうことも近隣も出ておりましたけ

ど、やはり具体的に悪質な人についてはやっ

ぱり公正に税金を納めてもらわないかん。こ

れは国民の義務でもありますから、そういう

ことも今までと一歩進んだ形での取り組みと

いうのも、税の徴収、やっぱり歳入の確保で

ございますから取り組まなければならないと

思いますけど、その辺についてもっと具体的

にできるものかどうかをお伺いしたいと思い

ます。 

 それから、あとは給食センターの件につい
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ては、そういうマニュアル、あるいは安全徹

底するということは大切だと思いますけど、

一般質問等でも何人かの方で厳しい指摘もあ

りましたけど、ちょっと私も気になってるこ

とをご披露、質問もしといておきたいと思う

んですけど。 

 実は、２月29日の神戸新聞で、皆さんもご

存じやろうと思うんですけど、同僚との関係

に悩んで、太子町では騒ぎで上司の関心を持

ちたかったと、これが給食、洗剤の混入とい

うことで、職員の逮捕の一つの動機が言われ

てるわけですけど、ここに書いてあるのは、

職場の人間関係に悩んで、騒ぎを起こせば上

司が関心を持ってくれると思ったと、こうい

うことを供述してる。あるいは、同僚との折

り合いが悪かった、上司に相談したが解決せ

ず、関心をもらいたくてやったと。これは何

気なしに書いてますけど、上司に相談をした

が解決をせずですよ。ほんで、本人は関心を

持ってもらいたかったと。訴えてたというよ

うな感じになってますわね。センターには６

人の正職員と23人の臨時職員が勤務してる

と。 

 こういう見出しで堂々と社会面に報道され

たわけですけど、私も福祉文教常任委員会に

所属して、この給食センターについては、や

はり職場の人間関係、いじめ関係があるんで

はないかということで大分前からも指摘させ

ていただいたわけですけど、悲しいかな人間

関係というようなことで現実に出ております

し、あとは同僚との関係に悩むと。だから、

先ほども答弁がありましたようにマニュア

ル、あるいは徹底して監視カメラ、いろんな

ことも必要だとは思いますけど、やっぱり人

間の心の中に踏み込んでやっていくと。今、

学校教育、あるいはすべてのことについて

も、そういうカウンセラーということも必要

だろうと思うんです。 

 今回はたまたま給食センターということで

起こっておりますけど、私は太子町全体の、

町長部局も含めて、こういう人間関係という

ものを、今回はそういう食に対するとかあり

ましたけど、これがいろんなことで事件、事

故につながる可能性もあろうかと思いますけ

ど、そういう全体の体制も見直すべきだと思

いますけど、その辺についてはいかがでしょ

うか。 

 それからもう一点は、今回施政方針演説が

太子町首藤町長の方からなされ、20年度のが

提示されたわけですけど、私もインターネッ

トでホームページよく見てるわけですけど、

直、最近ではきのう見させていただきまし

て、太子町のホームページ見ましたけど、町

長の施政方針は19年度のがまだ載ってるわけ

です。やっぱり今20年度がこういうふうに議

会で提示され、あるいは報道も新聞等もされ

てるわけですから、常に新しい、ほいで先ほ

ど言いました後期高齢者とかいろんなことに

ついても住民に知らせなければならないと。

インターネットとかホームページというのは

若い人が見るとこだけじゃないと思います。

また、あるいはそういう人たちが見ても、自

分の親なりそういう人たちに、やっぱり若い

世代、働き盛りが言うんじゃないかと思うん

です。私も自分のことながら毎日ホームペー

ジは更新しておりますけど、そういうふうに

やっぱり動かなかったら皆も見てくれない

し、住民に周知徹底というのは広報だけじゃ

なしに、そういうことも必要やろうと思うん

ですけど、その辺についても見解をお伺いし

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。３

点のご質問をちょうだいいたしております。 

 まず１点目は、滞納整理についてでござい

ます。 

 もう既に議員もご承知のとおり、本年は県

の滞納整理のご指導も仰ぎながらこうした取

り組みに積極的に携わったところでございま

すが、19年度そうした指導のもとで財産の調

査件数は440件を調査させていただいており

ます。そのうち、差し押さえ件数14件、不動

産４件、そして預貯金６件、給与２件、所得
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税還付金２件、14件の取り組みをさせていた

だいたところでございます。そうした意味に

おきましては十分成果が出てきておると、こ

のように考えておりますが、またこの新年度

では一度インターネットでの公売、そうした

ものも検討していきたいと、このように考え

ておるところでございます。やはり今、我々

行政には自主財源の確保ということに重点を

置かなければならないと、このように思って

おりますので、そうしたところ慎重に対応さ

せていただきたいと思います。 

 それから、本当に給食センターの件につき

ましては、議員の皆様方にも多大なご迷惑、

また住民の皆さんにもご心配なりをおかけし

たところでございます。再度、この場をおか

りいたしまして、町の最高責任者としての立

場から申しわけなく、深くおわびを申し上げ

たいと、このように思います。 

 その中で、議員ご指摘のございました職場

の人間関係という報道もなされたところでご

ざいますが、以前からそういうことを耳にい

たしておったこともございますが、しかし深

いそうした関係がどこに潜在しているのかと

いうのは、はっきりといってつかめなかった

というのが現状であったと、このように思っ

ておるんですが、しかし、いかにしても、ど

この部署にもそうした人間関係で悩む職員は

あるんではないかなという思いもいたすとこ

ろでございまして、私もその報道がなされま

した５時前に全職員を集めまして訓示を行っ

たところでございます。その中では、やはり

管理職が十分にそうした職員間の問題等々に

も目を配らせていっていただきたいと、そし

て相談等にものっていっていただきたいとい

うことで訓示をしたところでございます。そ

うした点、こうした職場関係、一番大事な問

題であります。しかし、その反面、そうした

ことがあるからといって、ああいう手法に出

たというのは、私は地方公務員としては、あ

あ、いかがなものかというふうにも考えま

す。その人物の質、そうしたものはしっかり

と問わなければいけないと、このように思い

ますが、この件につきましてはまだ私どもは

そこまで本人からのあれは聞き及んでおりま

せんし、はっきりしたことは分かりません。

報道関係者にも聞きますと、どこから出たと

も申しませんし、司直の方からでもないとい

うようなことも言っておったと、このように

思います。また、そうした面、いずれにいた

しましても、あってはならないことでござい

ます。今後も徹底して職員管理、また教育、

そうしたものに努めていきたいと、このよう

に思います。 

 それから次に、今ご指摘いただきました、

この施政方針なりそれぞれの取り組みについ

てのホームページの公開、ネット公開、まだ

なされてないということでございます。この

件につきましては、速やかにそうした作業に

入るように指示をし、早く町民の皆さんに知

っていただけるように再度指示をさせていた

だきたいと思います。ありがとうございま

す。 

○議長（北川嘉明） 村田興亞議員。 

○村田興亞議員 あと、いろいろ細かいこと

については、これは予算委員会、特別委員会

ございますので、そちらの方でまたいろいろ

と指摘もあろうかと思いますんで、今年度の

この予算がそういうことで、今町長の答弁に

ありましたように、この施政方針の骨組みに

基づいて的確にそれが実施できるというよう

なことを期待しまして私の総括質疑を終わり

ます。ありがとうございました。 

○議長（北川嘉明） 以上で13番村田興亞議

員の総括質疑は終わりました。 

 次に、５番服部千秋議員。 

○服部千秋議員 では、失礼いたします。通

告に従いまして質問をさせていただきます。 

 施政方針は行政の取り組みの特に重点的な

部分を言われておると思いますので、施政方

針の中で以下の点について質問をいたしま

す。 

 政治は住民の生活の具体にかかわるもので

すから、理念的にではなくて具体的にお答え

をお願い申し上げます。 
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 １、スリムで効率的な行政運営の推進を図

ることを最優先課題とし、行政評価の手法を

用いて事業の重点化と適正化を進めるとして

いるが、その具体の進め方についてお尋ねし

ます。 

 (1)スリムで効率的な行政運営とは、具体

的にどのような日々の活動を行おうという意

味でしょうか。組織の面、日常業務の面から

お尋ねいたします。 

 (2)行政評価の手法を用いて事業の重点化

と適正化を進めとありますが、行政評価をど

う具体に進めるか。事業の重点化と適正化を

どのように判断して、どのように重点化と適

正化を進めていくか。先ほど来、同僚議員が

この点について質問しているわけですが、特

にどのように重点化と適正化を進めていくの

かについてお答えいただきたいと思います。 

 ２、行政への積極的な協働を町民からいた

だきながら元気な太子づくりを進めていかな

ければなりませんとしておられますが、それ

を具体にどのように進めようとされている

か、町民からどのように協働をしていただこ

うとしているか、具体の答弁を求めます。先

ほど来は子育て学習センター、防犯グルー

プ、放課後子ども教室を挙げて述べられてい

るわけですが、そのほかのことについてもど

のような姿勢で協働をともに働く、協働をさ

れていこうとしてるかについて具体の答弁を

求めます。 

 ３、効果性、緊急性、優先度等の観点から

厳しい事務事業選択に取り組むとされていま

すが、具体的にどのように進められるのか。 

 ４、健康の保持、増進に努める必要がある

人に対して特定保健指導を実施するとありま

すが、具体にどのように進めようとされるの

か。これにかかわる予算は幾らか。 

 ５、高齢者の健康づくりを支援するとあり

ますが、口腔機能教室、栄養改善教室の開催

等、高齢者の健康づくりの支援について、本

町がほかにも実施する事業がもしあるのであ

れば、その具体名をすべて挙げられたい。ま

た、ほかに実施する事業がある場合、またな

い場合でも、高齢者の健康づくりを支援する

ことに対する予算総額は幾らつけておられる

か。 

 ６、妊婦健康診査費用の一部を助成し積極

的な受診を促進するとありますが、その具体

と達成目標をどのように見ておられるか。 

 ７、療育事業の中で、療育指導、相談等の

地域療育等支援事業を実施し、在宅の心身障

害児及びその家族の福祉の充実を図るとされ

ていますが、その具体の進め方をお尋ねいた

します。また、これに対する予算の総額は幾

らでしょうか。 

 ８、家庭児童相談のためのインストラクタ

ーを子育て支援センターに１名配置するとあ

りますが、幼児・児童・生徒等さまざまな年

齢の未成年の健全育成のために社会福祉課、

教育委員会等の相談窓口、これまでもされて

きているわけですが、この相談の窓口の充実

も必要であると私は考えておりますが、この

点いかが思われるか、いかが対処されるか。 

 ９、こんにちは赤ちゃん事業の具体の進め

方は。母子の心身の状況や養育環境の把握及

び助言を、どのような資格を持っただれが行

い、どのように行っていかれるのか、その具

体について尋ねます。 

 10、学童保育拡大に伴い、予算は昨年度と

比べ今年度はいかほど増えると見込んでおら

れるか。 

 11、総合学習に当たって、地域の人材を生

かすように十分に住民への依頼等がなされて

いるか。現在、学校現場に多くの方がご協力

いただいてるわけですけれども、ここで質問

しておりますのは、大人が子供に教えること

の大切さということを十分に町民にももっと

知らせていただいてご協力をいただけたらど

うかなという趣旨で聞いております。 

 12、別室少人数指導員にかかわる予算総額

は幾らか。また、どのような人材を充てる

か。この事業の最終目標を対生徒の観点から

見た場合、どのように目標の設定をしてこれ

をやろうとしているのか。 

 13、放課後子ども教室の充実と学校におけ
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る総合学習との目的はどのように違うか。も

ちろん担当課が違うとか、時間的に違うと

か、そういうことをもう学校教育の中とか、

放課後はと、そういうことも分かっておりま

すけれども、最終的にどういうこと、何を目

標に置いてこれをやろうとされているか。今

後、何を目標において実施していこうとされ

ているかをお願いいたします。 

 14、公民館において一層の活動支援に努め

るとありますが、これに関する予算総額は幾

らか。一層の活動支援とは具体的にどういう

ことをされようとしているのか。 

 15、人権学習の推進の中で、身近な生活の

中から行動できる実践力を養うためにリーダ

ーの養成や集落学習の充実を図るとあります

が、具体的にどのようにリーダーの養成をさ

れようとしてるのか。どのように集落学習の

充実を図られるのか。 

 16、スポーツ少年団などの活動団体の育成

に努めるとありますが、具体的にどのように

努められるのか。 

 17、小・中学生を対象とした、歴史や文化

を学ぶ歴史探検隊の活動内容の報告をお願い

いたします。また、どのように継続されてい

こうとしてるのか、具体の説明を求めます。 

 18、文化会館自主事業の中で、地元アーチ

ストへの活動の場の提供に幾らの予算を、ま

た町民みずからが企画、運営する創造型事業

の支援に幾らの予算を充てられているか。 

 19、住民参加型の実践的防災訓練を実施し

とありますが、具体にどのように進められる

のか。 

 20、各世代層に対する交通安全教室を行う

とありますが、具体にどのようにされるの

か。これにかかわる予算は幾らか。 

 21、水道事業経営の中で、さらなる財務体

質の改善に向けた水道事業の一部委託を進め

た検討を行い、種々取り組みを含めてまいり

ますとありますが、先ほど来この委託されよ

うとする事業及び内容については、メーター

検針なり、料金収納なり、滞納整理なり、転

居された方の栓の開閉等のことを説明されて

いますけれども、それは分かりましたが、

種々取り組みを進めるという点についてはど

のような取り組みを進められるのか、具体の

内容を伺います。 

 22、公共水域の水質保全を図るとあります

が、どのように進められるのか、その具体の

内容と、これにかかわる予算額をお答えくだ

さい。 

 23、雨水整備事業で、雨水全体計画の見直

しとありますが、具体にどのように見直して

いこうとされるのか。 

 24、経営改善普及事業及び地域活性化事業

を継続し、総合的な地域商工業の充実に行政

の役割を果たすとありますが、どのように具

体的に役割を果たされていくのか、お答えお

願いします。 

 25、自然と共生していくことが実感できる

まちづくりをどのように計画的に進めていく

のか、具体の説明を求めます。機能的で住み

やすいまちづくりを計画的に進めるとありま

すが、具体的にどのように進められるのか。 

 26、総体的な広報、広聴機能の充実を図り

とありますが、具体的にどのように図られる

のか。 

 27、コミュニティー活動等を支援し、地域

を支えていただく人材の育成をどのように進

めていくのか、具体に説明を求めます。 

 28、先ほど来これについても十分説明がさ

れているわけですけれども、人事評価制度を

どのように実施していくか。また、現在は上

司が部下を評価する方式を当町はとっている

が、部下が上司を見た観点を取り入れている

公共の組織もあります。本町はなぜ取り入れ

ていないか。取り入れるつもりはないか。部

下のやる気を保障されているか。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 行政の組織のスリム化ということでござい

ますが、スリムで流動的に対応できる組織へ

の転換でございますが、高度また多様化する

住民ニーズに即応し、そして目まぐるしく変
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革する諸制度に対応していくには、やはり定

型的な組織による確実な事務処理等を図ると

ともに機動的な組織運営が必要でございま

す。全庁的な政策課題が突出する状況下にお

いては、部課という枠組みを超えた横断的な

仕組みに構築する必要がございます。そのた

めに庁議、部長会等で政策課題を検討し、ま

た必要に応じてプロジェクトチームを立ち上

げ、全庁的な視点に立って課題の処理に当た

っているところでございます。 

 日常的な活動におきましても、新たな施

策、事業を立ち上げる際、また既存の事務事

業を見直す際の基本原則としまして、組織の

肥大化を招かないこと、そして最少の経費で

最大の効果を上げることを評価要素といたし

まして、施策、事業の選択、適正化を行って

おるところでございます。 

 行政評価としましては、実施しているおの

おのの事務事業を行政みずからがチェック、

そして達成した成果を客観的に把握すること

により事業効果や手法、効率性等を点検いた

し、次年度以降の事業実施に生かそうとする

ものでございます。 

 具体的な実施方法につきましては、先ほど

上山議員、また村田議員のご質問でお答えし

たとおり、20年度の本格実施を目指しまし

て、このシステムの構築作業を進めていると

ころでございます。総合計画に掲げておりま

す各事業を評価の対象とし、各事業の成果達

成度を成果指標として数値を明らかにするこ

とによりまして、事業効果や事業手法、効率

性を点検、評価していきたいと考えておりま

す。その結果、事業によっては効果が上がっ

てない、また効率性が悪い等の課題も出てこ

ようかと思うところでございますが、それら

の課題につきましては手法の改善を図り、最

少の経費で最大の効果が得られるような事業

にしてまいりたいと、このように考えます。 

 また、事業の優先度や投入できる財源等を

見きわめながら、必要に応じて所期の目的を

達成するための事業拡大を図るとともに、既

に目的を達成した事業や必ずしも必要がない

と判断した事業につきましては規模縮小や廃

止、休止も検討していきたいと、このように

考えておるところでございます。 

 次に、この件につきましても今までの議員

さんの質問でも申し上げておりますが、少

子・高齢化の進行等によりまして社会保障費

等の確実な増加が見込まれ、非常に厳しい財

政状況が続く中で、元気な太子づくりの創出

には町の若さとマンパワーだと考えておりま

す。幸いにも本町は県下41市町の中で高齢化

率が16.9％と３番目に低く、また年少人口

率、15歳未満でございますが、16.4％と２番

目に高く、実質的に若くて元気な町でござい

ます。 

 具体な内容といたしましては、第１に団塊

世代の退職者が多い中で、豊かな経験と技術

を持った団塊世代の皆さん方のご協力が不可

欠と考えております。 

 平成18年度に開催したのじぎく兵庫国体で

は住民サポート力の力強さを実感し、町が一

つになりました。その中でも老人クラブ応援

隊の活躍でございますが、誇りある、自立し

た、よいまちづくりを進めていく上では必要

としなければならないマンパワーの象徴でご

ざいます。現在も各方面でご活躍されていま

すが、今後におきましても活動場面の提供等

の支援をさせていただきたいと考えていると

ころでございます。 

 また、昨年開設いたしました子育て学習セ

ンターにつきましても、地域の皆さん方のサ

ポートによりまして、その場で活動され、そ

して若者の成長への手助けをいただいておる

ところでございます。それぞれのサポーター

が活動しやすいように、サポーターの募集や

ささやかな活動支援をさせていただきたい

と、このように思います。 

 第２に、地域コミュニティーの活性化でご

ざいますが、この件につきましては龍田校区

が県の補助事業でございます県民交流広場事

業に昨年10月に採択され、地域のコミュニテ

ィー拠点施設の整備、地域、世代間のコミュ

ニティー事業の展開等さまざまな事業を展開
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されます。この事業は地域住民の皆さんによ

る手づくりの活動で、まさしく元気の源でご

ざいます。今後におきましても、他の校区で

もこの県事業に採択できるよう働きかけてい

きたいと考えております。 

 そして、まちづくり防犯グループの結成で

ございますが、この活動につきましては、地

域の犯罪を未然に防ぎ、安全で安心して生活

できる地域づくりをつくるため活動されてい

ますが、現在69自治会中48自治会が結成され

ておられます。今後においても未結成の自治

会へ働きかけをしていきたいと、このように

考えております。 

 次に、効果性、緊急性、優先度の観点から

の事業選択というところでございますが、こ

れは予算編成の中で各課ヒアリングをするわ

けでございますが、その際に個別事業、ソフ

ト、ハード面の必要性について議論し、財源

も含め実現可能かどうかを判断していくもの

でございまして、現在取り組みをさせていた

だいております。 

 次に、高齢者の医療の確保に関する法律に

より本年４月から、40歳から74歳までの方に

特定健診、特定保健指導が各医療保険者に義

務づけられます。この特定健診は、新たに腹

囲、おなかの周りの測定を加えることにより

メタボリックシンドロームやその予備軍を見

つけ出し、改善と予防に向けた支援を行う特

定保健指導により健康を支えていこうとする

ものでございます。 

 健診受診後、健診結果や生活習慣から生活

習慣改善の必要性のレベルを分け、判定通知

をいたします。これは、腹囲が男性85センチ

以上、女性90センチ以上の方、いわゆる内臓

脂肪型肥満の方でございまして、脂質異常、

高血糖、高血圧の症状をあわせ持つ状態の方

を対象に、また喫煙状況も踏まえ、３段階に

分けます。情報提供は健診を受けた人のすべ

てが対象で、一人ひとりに合った健康づくり

のための情報を健診結果と同時に提供してい

きたいと思っております。 

 また、動機づけ支援につきましてですが、

個別面接で生活習慣改善のアドバイスを行い

まして、半年後に実施状況を確認することと

しております。積極的支援は個別面接などで

具体的なアドバイスを行い、運動の実践指導

や食生活などの健康に関する教室の開催や継

続的、定期的な支援を行い、約半年後にこれ

につきましても実施状況を確認していきたい

と、このように考えております。 

 太子町国民健康保険のこれらの保健指導を

実施体制の整った保健指導機関に委託をし、

メタボリックシンドロームは長い期間をかけ

改善し、さらに継続して、予防にも心がけて

いくよう推奨していきたいと考えておりま

す。 

 次に、高齢者の健康づくりの中で口腔機能

教室等々についてでございますが、65歳以上

の介護保険での要支援、要介護に認定されて

いない高齢者のうち、かたいものが食べにく

くなったり、お茶や汁物でむせたり、口の渇

きが気になるといった方を対象に、歯科衛生

士を中心とした、口の中やのどの清潔を目的

に口腔衛生状態の改善方法を習得していただ

き、食べ物や飲み物がうまくできるように摂

取、嚥下訓練などの内容で、１期を月２回、

３カ月間として年２期開催していくところで

ございます。 

 続いて、栄養改善教室でございますが、口

腔機能教室と同じように介護保険で介護認定

されていない高齢者のうち低栄養状態のおそ

れのある高齢者を対象に、管理栄養士を中心

として個別の食習慣、嗜好、価値観や環境な

どの聞き取りを行い、食べることの重要性、

どのような食品を購入すべきかなどの栄養相

談や実際に即した調理実習などの内容で、１

期を月２回、３カ月間として年２期開催して

いきたいと、このように考えておるところで

ございます。 

 他の高齢者の健康づくり支援事業でござい

ますが、今年度も引き続き運動機能教室を社

会福祉協議会に委託実施してまいりたいと、

このように考えております。一般的な高齢者

の介護予防の普及啓発としまして、介護予防
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教室の委託実施、各自治会での出前講座にお

ける職員が話をさせていただくことやボラン

ティアの育成などを計画するとともに、家の

中でうつなどで閉じこもっておられる高齢者

への訪問も予定いたしております。 

 また、介護予防を必要とする高齢者を早期

に発見するため、特定健診と同時に生活機能

評価も実施していきます。これは、国が作成

した質問項目で判定し、心電図検査、貧血検

査、栄養状態を調べるアルブミン検査を行う

ものでございます。予算総額でございます

が、介護保険特別会計で1,443万1,000円を計

上いたしております。 

 妊婦健康診査等の助成についてでございま

すが、町内に住所を有し、一定の所得要件を

満たす妊婦に対しまして、病院または診療

所、助産所において実施する妊婦健康診査費

用の合計額に対して、妊娠21週以前の健康診

査に5,000円、妊娠22週以降の健康診査に１

万5,000円を限度額として助成することにい

たしております。対象となる妊婦に対しまし

ては100％達成見込みでございます。19年

度、20年２月末現在で、母子手帳交付者

398名、申請者380名、７名が却下というとこ

ろになっております。 

 次に、療育事業の関係でございますが、平

成17年４月に発達障害者の支援法が施行さ

れ、健康診断等による発達障害児の早期発見

に努め、発達障害児の心理機能の適正な発達

及び円滑な社会生活の促進のために、発見後

はできるだけ早期に発達支援を行うことが重

要であり、適切に支援を行うため、該当児童

について継続的な相談を行うように努めるこ

ととされました。 

 本町では、理学療法、作業療法、言語療法

を月４日程度、心理療法を月１回程度実施す

るという内容で17年６月から療育事業を開始

いたしました。その後、関係者の協力により

徐々に内容を充実し、平成20年度は理学療法

を月３日、作業療法を月５日、言語療法を月

７日、心理療法を月2.5日による個別療育訓

練指導、さらに音楽療法は月３教室、運動療

法は年３回の集団療育訓練による指導や療育

相談を実施いたしております。また、新たに

医師、心理士による発達障害相談支援事業、

年６回を実施していきたいと、このように考

えておるところでございまして、新年度の予

算は599万円で、前年より36万8,000円の増額

でございます。主な支出は、療法士の報酬支

払い、研修会等の費用弁償、それから郵送代

等でございます。 

 次に、相談窓口の充実の件でございます。 

 この件につきましては、児童福祉法の改正

によりまして、平成17年４月から児童家庭相

談に応じることが町の業務として明確に規定

されました。町におきましても、子供に関す

る各般の問題につきまして家庭、その他から

の相談に応じ、子供の置かれた環境や状況等

を的確にとらえ、個々の子供や家庭に最も効

果的な援助を行い、子供の福祉を図るととも

に、その権利を擁護することになったところ

でございます。実際、本町におきましても平

成17年度以降、虐待など緊急性を要するケー

スやネグレクト等、保護者に問題があり、常

に見守りの必要なケースが年々増えてきてお

るところでございます。福祉事務所を設置し

ている市では家庭相談員が設置されています

が、町におきましても家庭における適正な育

児、養育、その他家庭児童福祉の向上を図る

ため、子供の問題、ＤＶ、心身の病気等で悩

んでおられる住民に対し相談に応じ、必要な

助言、指導を行うためには専任職員の家庭相

談が必要であると考えることから、家庭相談

員を設置し、今まで以上に相談体制を強化し

たいと、このように考えております。 

 次に、こんにちは赤ちゃん事業でございま

すが、この事業対象は、生後４カ月までの乳

児のいるすべての家庭で対象乳児が生後４カ

月を迎えるまでの間に看護師もしくは保健師

が家庭を家を訪問し、子育て支援に関する情

報提供を行い、親子の心身の状況や養育環境

等の把握を行う予定でございます。 

 具体の進め方といたしましては、母子手帳

交付や出生届提出の機会を活用し本事業の周
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知を図り、事前に訪問日時の同意を得て家を

訪問することとし、訪問の際には地域の子育

て支援に関する情報、児童館、子育て学習セ

ンター、保育所などの情報を提供し、町保健

師による新生児訪問と同様、乳児の身体の状

況、身長や体重、胴囲などの測定をさせても

らうことを考えております。 

 また、訪問により支援が必要と判明した家

庭に対しましては、ケース会議を開催いたし

まして、虐待防止を念頭に置きつつ適切な支

援に結びつけていきたいと、このように考え

ております。 

 次に、学童保育関係でございます。 

 長期休業中における４年生の受け入れに伴

い、直接経費は85万円を見込んでおるところ

でございます。内容につきましては、長期休

業中における指導員補助の賃金と衛生用品等

の購入でございます。 

 次に、総合学習の関係でございまして、こ

の時間に対応しております主な事業といたし

ましては、いきいき学校応援団事業、ふるさ

と文化いきいき教室や社会人活用事業などが

ございます。これらの事業の実施に当たりま

しては、指導者といたしまして地域の方々に

お願いしているところでございます。中で

も、いきいき学校応援団事業、ふるさと文化

いきいき教室の指導者はボランティアとして

お願いしておるところでございます。保護者

や地域の協力や、地域のさまざまな学習環境

を活用いたし、地域を教育の場とした教育活

動を進めてまいります。今後も地域の多くの

方々のかかわりがいただけるように啓蒙して

まいりたいと考えております。 

 別室少人数指導事業に係ります予算につき

ましては、２名の指導員賃金として226万

2,000円を計上いたしております。この事業

につきましては、東西両中学校で対人関係が

うまくつくれないことで教室に入れない生徒

への学習などの指導を行うため、教員経験者

の配置を考えております。週29時間程度導入

する予定でございます。これまでは教頭や授

業に空きのある教諭が別室へ出向き指導を行

ってまいりましたが、そのことにより本来の

業務にも影響を来してきている状況でござい

ます。そこで、専任の指導員を配置すること

で、きめ細かくかかわれることができるもの

と考えております。目標といたしましては、

教室への復帰ができることとしております

が、これまでにも復帰することができた生徒

もございます。 

 次に、放課後子ども教室でございますが、

放課後や週末等に小学校施設等を活用して、

子供たちの安全・安心な活動拠点として開設

し、地域の方々の参画を得て、子供たちとと

もにスポーツや文化活動等を実施することに

より、子供たちが地域社会の中で、心豊かで

健やかにはぐくまれる環境づくりを推進する

ものでございます。今年度は、これまでに月

３回程度、土曜日に開設して、大勢の地域住

民の方々のご協力を得て、昔遊び、音遊び、

科学遊び、物づくり教室等を実施してまいっ

たところでございまして、子供たちは教室の

中で地域住民の方々と直に触れ合い、さまざ

まな経験や体験をすることができました。今

後、実施体制を整えながら、ますます地域住

民の参画の輪を広げ、子供たちが安心して過

ごせる場所や時間を確保し、事業の充実を図

ってまいります。 

 次に、活動支援の総額等々でございます

が、各公民館を利用する町民の皆さんが安心

して学習できる環境整備費などを含めた広義

の意味では公民館費5,794万3,000円でござい

ますが、狭義の意味では報償費の309万

9,000円と委託料の一部68万1,000円、合わせ

て378万円が直接的な予算となるところでご

ざいます。 

 また、一層の支援等でございますが、上記

の直接的な予算を含め、公民館利用者が学習

しやすい環境づくり、やはりそうした面では

畳の表がえ、また汚れが目立っております作

品掲示板の張りかえ等々環境整備、そしてプ

ロジェクターの購入、それらを使っての学習

など、直接的、間接的な予算を使って支援を

行っていきます。 
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 次に、人権教育実践発表会のアンケートの

中にも、集落学習はマンネリ化してるように

思うが、やはり実施しないといけないのかと

いう意見もございましたが、その一方で、少

なくとも続けていくことが大切という意見も

多数いただいています。体力や気力と同じよ

うに、人権感覚、意識というものは、ほって

おくと低下していくものでございます。住み

よいまちづくりのためには、自分自身の課題

として学習会や研修会に参加し、常に心を磨

く必要があると考えております。 

 そのためには、各地区３回実施しているリ

ーダー研修会には各種団体からの参加を募

り、近隣市町の人権教育担当主事に講師をお

願いし、集落学習の進め方について具体にア

ドバイスをいただいたり、それぞれの市町の

人権学習の取り組みも紹介していただいたり

しておるところでございます。 

 また、加えて新年度は若い世代の方にも参

加していただけるよう、新たな講師について

も考えさせていただきたいと思っておりま

す。 

 また、リーダー研修会や集落学習のときに

使える集落学習会の手引書についても、その

時々の人権課題を的確にとらえ、その内容を

更新していきたいと、このように思っており

ます。 

 さらに、各集落の学習会で的確な助言をし

ていただくためには、各地区から推薦を受け

た助言者の方々には啓発ビデオの選考から、

市町を初めとした４回の研修会を開催し、さ

らに研修を深めていただきたいと考えており

ます。 

 続きまして、スポーツ教室の開催でござい

ます。 

 このスポーツ教室につきましては、一般で

は年２回、前期後期開催いたしております。

バレーボール、バドミントン、卓球、トレー

ニング、テニスを開設。また、スポーツ少年

団のスポーツ教室につきましては通年で開催

し、幼児から小学生は剣道、空手、柔道、少

林寺拳法、ジュニアラグビー、バドミントン

教室を開設し、またスポーツクラブ21におい

て校区の活動は多種目、多世代型で、子供か

ら高齢者までがスポーツを楽しみ、また親子

の触れ合い、人々の交流を促進し、活動を通

して地域の子供たちの健全育成を図っていま

す。今後も、子供からお年寄りまで楽しめる

生涯スポーツの推進、指導を通して町民の皆

さんの健康増進を図っていきたいと、このよ

うに考えております。 

 次に、歴史探検隊は、小・中学生、４年生

以下は保護者同伴や、その保護者を対象とし

て、町内の文化財めぐりを実施。地域の歴史

や文化に対する関心を高めてもらうために開

催いたしております。開催は年５回、５、

７、10、12、３月、土曜日の午前中の２時間

から３時間でございます。応募方法につきま

しては、「広報たいし」、町ホームページや

小・中学校を通じて参加希望者を募っている

ところでございまして、保険料を参加費用と

して100円いただいておるところでございま

す。継続につきましては、次回もぜひ参加し

たいと思えるように、校区ごとに探検コース

を二、三コース設定する等、私たちの地域の

歴史や文化がより身近なものとして感じ、そ

して楽しんでもらえるよう企画し、参加者を

増やしたいと、このように考えております。 

 文化会館自主事業についての予算でござい

ますが、地域アーチストへの活動の場の提供

につきましては約100万円、それと町民みず

からが企画運営する創造型事業の支援に約

200万円を予算として予定いたしておりま

す。 

 住民参加型の実践的防災訓練についてでご

ざいますが、各自治会にご参加いただき、災

害が発生したことを想定して、地区ごとに自

治会、公民館に自主避難し、そこから消防

団、警察等による避難誘導により避難所に避

難する訓練を行い、避難所においては救護訓

練、初期消火訓練等を行い、また警察署、消

防署及び太子町等行政機関はそれぞれの役割

分担の訓練を行っておるところでございま

す。 
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 各世代層に対する交通安全教室についてで

ございますが、幼稚園、保育園における幼児

を対象とした交通安全教室、町内全小学校３

年、４年生等児童を対象とした安全教室、老

人会等を対象にした高齢者安全教室、出前に

よる高齢者安全教室、以上の教室を開催する

予定でございます。また、自転車による事故

の減少を目指して、自転車運転免許制度を実

施させる予定でございます。教室関係の予算

は、交通安全に関する啓蒙啓発グッズを配布

していますが、交通安全関係では約30万円で

ございます。 

 水道業務の委託についてでございますが、

これは先ほど上山議員と村田議員と全く同様

でございます。業務委託につきましては、水

道メーター検針業務、水道料金収納業務、滞

納整理業務、転居による精算及び開閉栓業務

等の業務委託でございます。効果につきまし

ては、経費削減効果、住民サービスの向上、

職員の業務負担軽減、水道事業の収入増、検

針員の雇用管理が不要になる点、高度な技術

力、ノウハウの導入が可能になる等の効果が

得られると、このように考えております。こ

の新年度におきましては、これらの事業効果

が得られるよう委託内容の協議、検討を重

ね、12月より試行をする予定にいたしており

ます。 

 次に、公共水域の関係でございますが、お

おむね公共下水道面整備事業が完了しました

ことから下水道接続が進み、平成19年３月末

の水洗化率は89.96％、平成19年10月末の水

洗化率は92.79％となっております。さらに

水洗化率を上げ、私たちが汚した水をきれい

に処理して自然に返す循環型社会を目指すこ

とにより公共水域の水質保全を図り、減少し

つつある水辺の生き物の復活や子供たちが水

と親しめるような快適で潤いのある地域財産

が次代にも引き継いでいただけるように努め

てまいりたいと考えておるところでございま

して、それらに係る下水道事業予算、公共桝

設置工事費及び下水道管布設工事等で

6,300万円、合併処理浄化槽設置工事費が

300万円、合わせて6,600万円でございます。 

 続きまして、雨水全体計画の件でございま

す。 

 ５年に１回起き得る降水量、１時間当たり

降雨量42.8ミリと、その降雨量のおおむね半

分を雨水幹線で排除すると設定した太子町雨

水基本計画は昭和59年以来見直しを行ってお

りません。近年の局地集中型の降雨形態から

従来どおりの設定が妥当か否かを検討し、今

後の太子町の治水対策の原点とするために平

成19年度において見直し作業を実施している

ものでございます。ただ、今回は基本設計で

はなく、あくまでも小さな2500分の１図面が

ベースの基本計画でありますから、一般的に

即実施を想定したものではございません。し

かしながら、大雨時の地域防災強化の見地か

ら、浸水被害が現実に発生してる場所は実効

性を高めた基本設計レベルでの計画策定を図

るべきと目下対応しているところでございま

す。 

 次に、経営改善等の関係でございますが、

経営改善普及事業でございます。 

 金融、税務、経営、労務などの相談や指導

などを行う商工会の基本事業でございます。

この事業には国、県、町の補助が交付されて

おりまして、秘密厳守、原則無料にて行われ

てございます。 

 また、商工会は地域の総合経済団体、また

中小企業の指導団体として、地域振興の重要

性がますます増大する中で、地域の経済的な

側面のみならず、社会的、文化的側面におい

ても大きな役割を果たす責任を担っていま

す。豊かな地域づくりと商工業の振興のため

に、さまざまな地域活性化事業に取り組んで

ございます。 

 具体には、太子町の文化財、史跡、景勝地

並びに特産品の紹介等々、また商工会青年

部、女性部による村おこし事業などが行われ

ており、このように商工会の経営支援や地域

の活性化を図る活動を行っている商工会に対

しまして行政として補助金を交付することで

支援を継続していきたいと考えており、先ほ
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ども申し上げましたように、新年度は商工会

事業補助金1,500万円、同特別補助金200万円

として、昨年と同額を補助させていただいて

おります。 

 次に、美しい景観と機能という点でござい

ますが、本町の総合計画では“豊かな歴史と

美しい自然の中で生活文化を創造するまち太

子”という将来像が設定されております。総

合計画における将来都市像の実現を目指し、

来るべき高齢化社会を真に豊かな成熟社会に

するため、環境、レクリエーション、防災、

景観、さらには文化、福祉等の視点を都市計

画に取り込み、自然に恵まれ、聖徳太子にゆ

かりの深い、歴史性を生かした緑のまちづく

りを展開していく必要がございます。 

 このため、都市緑地保全法に基づく本町の

緑地の保全及び緑化の推進に関する計画、太

子町緑の基本計画を平成10年に策定し、緑地

の保全、公園の整備、緑化の推進について将

来像が設定されているところでございます。

この計画書の中で、自然と共生とは事業を推

進する中で、自然環境保護のため、生態系の

保全や生物種の保護のため取り組みを推進す

ることはもちろん、過去に損なわれた自然環

境をよみがえらせることが必要であると提議

されています。これら施策については、都市

計画マスタープラン並びに実施計画に基づい

て、予算の範囲で執行されているところでご

ざいます。 

 また、機能的で住みやすいまちづくりの計

画ということでございますが、平成20年度か

ら改訂作業が始まり、総合計画並びに都市計

画マスタープランにおいては、自立の道を選

択した本町の独自性を打ち出す必要がござい

ます。そのため、太子町の行政面積を生か

し、コンパクトシティーを基本としたまちづ

くり構想を検討し、その手順としまして中心

市街地活性化法による基本計画の策定が望ま

れております。自立のため、将来都市像実現

指針となるこれら計画書の策定が急務となっ

てきてございます。鋭意取り組みをさせてい

ただきたいと考えているところでございま

す。 

 また次に、広報、広聴関係の件でございま

すが、住民の皆さんが必要とされる行政情報

を積極的に提供していくためには、「広報た

いし」につきましては、より読みやすく分か

りやすい紙面づくり、そうしたものに努めて

まいりたいと思います。 

 また、行政情報の即時性を高めるために、

ホームページの全面リニューアル、そして担

当する部署の職員みずからが管理運営しやす

いシステムを導入することにより行政情報の

迅速な発信が可能になるとともに、だれにも

優しいホームページとなるよう、使用する文

字や色に配慮、そして音声読み上げソフトな

どについても対応するページ構成にしたいと

考えているところでございます。使いやす

い、便利、優しいを目指して、これからもホ

ームページの内容と機能の充実を図っていき

たいと、このように思ってございます。 

 さらに、パブリックコメント制度や出前講

座などを活用しながら広聴機能の充実を図る

とともに、第５次総合計画の計画策定の基礎

資料として住民アンケート調査を行い、ニー

ズの把握に努めていきたいと、このように考

えております。 

 次に、コミュニティー活動の支援関係でご

ざいます。 

 支え合い共生する住民主体のまちづくり

で、住民相互に支え合い、触れ合いのある地

域づくりを進めるためには、住民が協働でき

る機会と場を提供することだと考えておりま

す。昨年11月に開所した、いつも申し上げて

おります学習センターのように、ボランティ

アの皆さんと協働して子育て支援を行ってい

るところでございます。防犯グループにつき

ましてもしかりでございまして、新年度はや

はり食と農を結ぶクラスター事業、これを実

施いたしまして、栽培から調理まで、生産者

と地域住民の協働によりまして地産地消の食

育も推進していけるものと考えております。 

 もう一件、人事評価でございますが、この

点につきましては上山議員、村田議員の質問
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にもお答えしましたとおり、人材の育成の観

点から目標設定、自己評価、育成指導面接を

通して職員の能力開発を喚起をしていくもの

でございまして、多面的評価につきまして

は、民間等において下からの評価、横からの

評価を聞きますが、公務において部下から同

僚からの評価によって成功した事例は聞き及

んでいません。かえって、下からの評価は上

司が部下に合わせる状況等が生じ、また私情

等による恣意的な評価が懸念され、職場に混

乱を来すことが予想されますので、自己評価

を参考とした上司からの２段階評価を行うこ

とで公正な評価ができるものと、このように

考えております。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（北川嘉明） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ありがとうございます。幾

つか再度お尋ねをいたします。 

 まず、私が番号つけております２番目です

が、これ今までやってきたことの説明は今し

ていただいたんですが、今後どういうふうに

この協働ということに対してアプローチを住

民の皆様にされようとしているかという点が

もしお答えできるようでしたらお願いしたい

と思います。 

 それから４番目ですが、この保健指導、た

しかある達成率を上げないと後期高齢者の方

へ納めるお金に影響してくるんではないかと

私は理解しておるんですが、これ十分にやっ

て達成をしていただきたいという私の要望を

述べさせていただいておきます。 

 それから４番目ですが、これについて予算

を多分おっしゃらなかったんではないかと思

うんですが、もし私の聞き落としでしたら済

いませんけど、お許しいただきたいんです

が、多分おっしゃらなかったのではないかと

思います。 

 それから５番目ですが、この予算総額、今

1,431万円とお答えになったんですが、私の

理解では多分143万1,000円じゃないかと思う

んですが、その辺についても再度確認をいた

します。 

 それから、13番目の放課後子ども教室と総

合学習の目標について今きちっとお述べにな

らなかったと思うんですが、私の理解としま

して放課後子ども教室の方は地域の大人が地

域の子供を育てるという姿勢でやっていくも

のだというふうに解釈しておきたいのです

が、これでよろしいでしょうか。 

 それから15番目ですが、この人権学習とい

うことですが、集落学習会の手引きの中にも

書いてあるんですが、1966年では250人に１

人、2001年では20人に１人がこの日本人の国

際結婚の割合、兵庫県では24人に１人となっ

ており、今この人権の学習ということについ

ていろいろと範囲が広がってきているのでは

ないかと思います。だから、その辺を十分本

町においてもやってほしいと思います。 

 私なんかもよそからこちらの町に来てお世

話になっている者という気持ちで日々生活さ

せていただいておる者でございますが、これ

いろいろ地域回っていますと、もうどこの自

治会とかそんなん言よるといろんなややこし

いですからそういうことは言いませんが、複

数のところから、これは本人様たちの受け入

れ方等いろんなこともあって、おっしゃるこ

と100％そのままということにはいかない面

もあるかもしれないんですが、やっぱり私ら

よそから来たけど、もとからおる人が……。

というようなことを口にされ、そういうこと

を耳にすることがございました。事実として

何回か今まであったんですが。だから、すぐ

これとても難しいんですが、本町のように多

くの方がよそから来られていて、そのバラン

スが非常に大きいと、こういう中で、前から

おられる方も、私たちのようによそから来て

お世話になっている方も、ともに仲よくなっ

ていくような町にぜひより一層していただき

たいという要望を述べておきます。 

 それから21番目なんですが、先ほど答弁の

中で、民間委託をすると高度な技術力が入っ

てくるというお答えがあったんですが、この

点についてどういう意味なのかご説明をお願
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いしたいと思います。 

 もう一点は、これ水道の滞納だけでなく

て、従来から本町でも大きな水道の滞納があ

って議会でも問題になっていたとおりです

が、水道料金を滞納されていたら、ほかの例

えば税務課とか収税管理とか町民課にかかわ

るものについても、もしかしたらあるかもし

れません。ですから、こういうほかの業務と

の兼ね合いについてどのように考えられる

か。もしできるもんなら一緒に横の課と歩調

を合わせればいいと思うんですが、実際的に

それができるかできないか、そのあたりにつ

いてお考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから24番目ですが、ご説明ありました

ように、予算について今年度の実績と新年度

の予算の額が同じであるということでありま

す。そうであるならば、ぜひこの行政が、担

当課がソフトの面で十分商工会について指

導、お話し合いをされることを要望したいと

思いますが、いかがでございましょうか。 

 じゃ、以上よろしくお願いします。 

○議長（北川嘉明） 暫時休憩します。 

（休憩 午後２時58分） 

（再開 午後３時29分） 

○議長（北川嘉明） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 服部議員の２回目の

ご質問にお答え申し上げます。 

 まず、２番目の参画と協働というところで

ございますが、これも町長から述べたところ

でございまして、平成18年には国体、平成

19年のびすく、平成20年度では食と農の関係

でクラスター事業ということで、そういう取

り組みをしていくということでございますの

で、そのアプローチとして、その後どうすん

のかという、もっと先のことを言っておられ

るように思うんですが、これについては各担

当の方でそういった参画と協働の中でどうい

った事業があるかということを今後煮詰めて

いきたいと、このように考えております。 

 それから、特定健康診査あるいは特定保健

指導のことでございますが、直接な経費とし

ては国保でお示しいたしておりますが、

1,964万3,000円の予算ということになっとり

ます。現在は健康基本診査というのが大体受

診率約20％ぐらいというふうに私も聞いてお

ります。その中で、５年間で65％に上げるこ

とによって支援金の増減率が20％の範囲内で

増減がされますので、そういう意味で私ども

としては５年間の間に65％に近づけるように

努力したいと、このように考えているところ

でございます。 

 それから、５番の金額のことでございます

が、町長が申し上げましたように、介護保険

特別会計総額で1,443万1,000円を計上いたし

ております。内訳としましては、介護予防普

及啓発事業として20万4,000円、介護予防教

室事業として1,245万5,000円、生活機能評価

事業で166万8,000円、閉じこもり者への訪問

事業で10万4,000円となってございます。 

 それから、13番の放課後子ども教室の目標

についてといいますか、放課後子ども教室の

目標ということでお尋ねと思います。これに

ついては町長もはっきり申し上げましたが、

子供たちが地域社会の中で心豊かで健やかに

はぐくまれる環境づくりを、これを推進する

のが一つの目標でございます。そして、地域

住民の方々の参画の輪を広げて、子供たちが

安心して過ごせる場所や時間を確保するとい

いますか、そういったことを目標といいます

か目的といたしております。 

 それから、15番の人権教育のことでござい

ますが、これは人権教育は、お互い基本的人

権の尊重という立場からいきますと、よそか

ら来た人であれ、地元から、いや、もともと

いた人であれ同じだと思いますが、ただやは

り言葉の中に、例えば後から来たくせにとか

というような、その後から来たということ

は、それは事実ではございますが、くせにと

かというようなことは、やはりこれはいけな

いということで、その辺はお互い気をつけて

いかなければならないというふうに私も思っ



－191－ 

ていますので、そういう意味で人権教育を進

めていくことによってそういったことがない

ようにしたいと、このように考えておりま

す。 

 それから、水道料金の徴収に絡めてです

が、他課と一緒にどうだというようなご提案

というふうにも受けとめましたが、これにつ

いては現在各担当の方でやっとりますので、

そういった徴収といいますか使用料も含め

て、税も含めて一つのところで徴収していく

というシステムについては現在のところは考

えておりません。 

 それから、24番の商工会の関係でございま

すが、金額が同じであれば、やはりソフト面

で考えてはどうかというようなご指摘だと思

います。そういう意味で私どもとしては、商

工会の役員の方々と行政側とは、そういうい

わゆる懇話会的なことはしておりますが、そ

ういったことについてはもっと積極的な対応

が必要であろうというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 高度の技術力が入ってくるということにつ

いては経済建設部長から申し上げます。 

○議長（北川嘉明） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） お答えいたし

ます。 

 水道事務委託の中で民間委託にしました場

合の効果ということで、民間によります高度

な技術力や種々のノウハウが導入できるとい

ったというふうな趣旨でございます。 

 以上でございます。 

○議長（北川嘉明） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ２番については今後よく検

討してやってください。 

 それから４番、私もこの65％に近づくよう

ぜひお願いしたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 最後に、今年度高齢者や新生児、その親に

接することなど、対住民のことが従来よりも

増えてくるかと思います。その際の地道な活

動をされていくことを望みたいと思います。

また、私はそれがうまくいったときにはそれ

を評価していきたいと思っております。ま

た、うまくいくよう努力されるならば、そう

いう町の姿勢を評価してまいりたいと思って

おります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 私、予算委員になっとりますので、詳しく

は予算委員会で尋ねたいと思います。ありが

とうございました。 

○議長（北川嘉明） 以上で５番服部千秋議

員の総括質疑は終わりました。 

 次に、14番桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 総括の順序に従って、質問

の順に従って総括質疑を行います。 

 まず最初に１番に、施政方針の基調等との

関係においてお尋ねをいたしますが、方針で

は自主財源の確保に努めて、スリムで効率的

な行政運営の推進を図ることを最優先課題と

して、行政評価の手法を用いて事業の重点化

と適正化を進めとあります。これの具体的な

方針ていうのをしっかりと伺いたいと思うん

ですが、その点と、それからまた歳入の的確

な把握に努めるというのは、これは当たり前

の話なんですけども、その的確に把握に努め

る必要が本当にあると思いますので、その対

応。さらには、将来の財政負担、投資効果等

を十分見きわめた上で持続可能な健全財政の

構築に向けて、昨年度にも増して効果性、緊

急性、優先度の観点から厳しい事務事業選択

に取り組み、歳出の抑制と効率化に努めて編

成したとあるわけですね。これらの具体的な

対応の説明を求めます。 

 それから、施政方針の基調の中で、予算編

成の基本的な考え方というのも資料にありま

すけれども、住民生活の厳しさには全体とし

て触れていないということだと思うんです。

どこを見てもそういう状況ではない。地域間

格差とかというのはありますけれども、格差

が拡大していってる現状、そういうようなこ

とも含めてそれらが触れられていないと。特

に相次ぐ、これは制度改悪や増税、あるいは

使用料等の負担増で住民の暮らしは今、私は

極限に達していると言っても過言ではない
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と。そういう中で今年度の予算というのは、

住民の暮らしの実態をどう見ているかとい

う、いわゆる基本的な現実直視、そういう面

から始まらなければならないと思いますが、

今の実態をどう見ているかによってまた違っ

てくると思いますので、その視点ていうこと

について伺いたいと思います。 

 それから、第２の質問では各施策の内容等

についてでありますが、基本的には地方自治

体の仕事は、説明するまでもなく住民の暮ら

しを支え、安全・安心のまちづくりを進める

と。そして、法律の面からは、住民の福祉の

増進を図ることを基本として、地域における

行政を自主的かつ総合的に実施する。これが

自治体と、またそこに働く、また行政の責任

であると。そういう面から、先ほども若干言

いましたが、格差の拡大、貧困率の拡大は、

福祉や介護、医療、教育等の、暮らしと人

権、また人間としての尊厳に係ることであり

まして、これらを支援することが地方自治の

本旨であると思います。また、それに対応す

ることが緊急の課題であると思います。その

点から今年度の予算というのは、軸足を本当

に疲弊している住民の暮らし、支援に置いた

予算編成にすべきであると、このように考え

るものであります。 

 この立場から施政方針、各施策の内容等に

ついて伺いたいんですが、そのことについて

は、あと特に気になることについてでありま

すが、政府の予算ていうのは、後期高齢者医

療制度の実施、あるいは生活保護の母子加算

の削減など、社会保障の切り捨てがひどい状

態にあります。これに追随するのではなく

て、独自の施策としてこれをカバーするこ

と、これが肝要ではないかと思います。その

点について一定説明を求めます。 

 それから、本町で言えば、財源っていうこ

ともあるわけですから、後の質問とも関連す

るわけですが、高値落札や談合を排して、入

札制度の改善等とか、あるいは皮革前処理場

への繰り出し対応、そういうものが住民の立

場で見直されるべきじゃと、それらのことに

よって財源措置は一定可能であると、こうい

うふうに考えますので、その対応について説

明を求めたい。 

 特に健康でいきいきと暮らせるまちづくり

について、ほかの皆さんと重なる部分はと思

いまして、保健・福祉・医療行政について、

やはり今先ほど言いましたような基調に基づ

いて低所得者の方に配した取り組みが一番大

切であると、これを支援する必要があると思

います。そういう点から、町の助成制度を含

めた対応について説明を求めます。 

 それから、医療については、早期発見、早

期治療というのは、何回も言いますけれど

も、健康を維持するために必要な施策であ

り、しっかりと地に着いた形で取り組むべき

ものであると思いますが、特定健診などの経

過の中では人間ドックのあり方を問おうとし

ているわけでありますけれども、やはり現行

の人間ドックに対する助成を維持して、今

後、先ほど言いました、変わることとなる特

定健診の内容を充実させること。そういうこ

とによってこれからの取り組みがさらに発展

していくと思いますので、その点について説

明を求めます。 

 それから、３番目の今後の財政についてで

ありますが、方針でも言われておりますよう

に、財政健全化を今後とも継続することとさ

れていることから、地方交付税、譲与税ある

いは交付金の増額は今後も期待できない状況

にあります。また、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律が制定され、地方財政の早

期健全化に向けた制度構築もなされ始めてい

ますとしているように、本予算を執行した決

算からこれが適用されるわけですね。だか

ら、来年の段階でこれが適用されてくるとい

うことでありますが、この法律を適用した場

合の決算段階の収支と基金及び債務はどうな

っているか見通していかなければならないと

思いますが、その点と、それに基づく今後の

財政見通しについて説明を求めます。 

 それから４番目に、昨年度の決算審査意見

について審査意見をどう受けとめ、検討し、
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本予算に反映したかについて説明を求めたい

と思いますが、これまでの事務事業の執行過

程を踏まえた反省と今後の取り組み等につい

てもあわせて説明を求めます。 

 決算審査では、歳入について４点、歳出に

ついては各款ごとに指摘をしていること、共

通事項でも８点、それから各款ごとにそれぞ

れ指摘をしているわけでありますが、これら

をどう受けとめ、どう対応したかというのが

問われなければなりません。そういう点から

の説明を求めます。 

 それから、第５の新制度の導入についてで

ありますが、これはふるさと納税というのが

国、あるいは都道府県のトップ、そういう者

の間でも論議がなされておりましたが、いよ

いよこれが具体化されようとしているわけで

ありますけれども、これによりますと、個人

住民税の寄附金ということの問題と税額控除

というようなことが具体化されるわけであり

ますけれども、このこれから導入される制度

の導入、活用っていう点で町はどういうふう

に対応しようとしているかということについ

て伺いたいと思いますが、この条例を制定し

ていってる、制定し、また施行しようとして

いるところもこれから出てまいります。これ

は小規模町村を中心に全国の自治体30以上が

制定をし、具体には自然保護、福祉など、具

体的な政策、事業メニューを示して自治体が

寄附者を募ると。居住地側の自治体の寄附金

額が住民税から減額される、いわゆるふるさ

と納税が導入される見込みになっているわけ

でありますが、この受け皿となる条例がこの

条例であります。これについての本町の取り

組みについて説明を求めます。 

 それから、第６の特別職等の対応について

であります。 

 これは全国各地の自治体は、ご案内のとお

り、厳しい厳しいと言われる財政事情のもと

にあって、特別職が率先して給与等の削減で

対応しているということでありますが、これ

についての本町の対応、先の一般質問でも矢

祭の例などを紹介いたしましたけれども、兵

庫県下でも一定のところでそういう取り組み

をしております。本町の対応について説明を

求めます。 

 それから、第７の住民参加の条例の整備、

確立についてでありますが、方針の中には、

これは今年だけではございませんが、迅速か

つ的確に対応しながら課題を共有をして政策

形成に生かしていきたいと考えております

と、こういうふうに言っているのは今年だけ

ではありませんが、これまでにも表現の差は

あれ、こういうことを触れてきております。

やはり住民参加のための確かな裏づけ、また

町が守らなければならないことを決めるとい

うのが自治基本条例であると思います。この

制定をすることが住民への担保でもありま

す。対応について説明を求めたいと思いま

す。 

 それから、給食問題についてであります

が、洗剤の混入事件と米飯の全面委託を機

に、安全・安心の給食体制について伺いたい

と思うんですが、これまでにやはり問題なの

は風通しの悪いことという点については町も

認めざるを得ないと。これを確認したわけで

ありますが、このようなことにしたのはやは

り人事であると思いますが、そういう点での

町の総括が必要だろうと。それが全容解明の

基本になろうと思います。その点からと、そ

れから責任の所在と責任を明確にする。これ

は事件を起こした当事者だけではありませ

ん。こういうことを起こしたことに対する総

括があって責任とその責任の所在がはっきり

すると思うんですが、そのことについて内外

に明確にする必要があると思いますので、そ

の説明を求めたいと思います。 

 それから、第９に行政組織についてであり

ますが、行政組織については基調の中でもス

リムでということがございますが、やはり私

は流動的に対応する組織への転換が絶対だろ

うと思います。それは言うまでもなく何回も

例に挙げてなんですけれども、矢祭の例など

が如実に示しておると。それはもうみんなで

かかるという、そして必要なことについて
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は、きょうの説明がありますように、プロジ

ェクトで全体でまたそれも方針なりを決めて

いくと、そういうようなあり方の方が今大事

になってきておりますので、そういう対応に

ついて説明を求めるし、またそういうふうに

転換すべきだと思います。その点について行

政の取り組み姿勢について伺います。 

 それから、10番目の行政評価制度について

でありますが、何人かの議員がこれについて

は今年度、それから今年度から今町内で検討

しとるということでありますが、それは今ま

での説明ですと、いわゆる内部で基本的な評

価制度をつくって活用しようというようなこ

となんですが、すべての事務事業は住民との

絡みで行われるわけであります。そういう点

から住民はそれぞれ参加をした中で各種の事

務や事業の計画を含む評価と再評価が必要だ

ろうと。そうでないと、内部は内部だけのこ

とにしかなりません。ネットとかいろいろこ

う聞く手段はあると思いますが、そういうも

のだけではなしに、具体的に各住民が直接参

加をして、そして事務事業を評価、再評価を

するような仕組み、体制、そういうことがな

かったら本当に評価をしたことにならない

し、また住民の血税を使って行った事務に対

する整理にもならないと。これのことが大切

であると思いますので、内部の評価制度では

なしに、住民参加という点で説明を求めま

す。 

 それから、11の歳入についてであります

が、19年度末の滞納額、一応先にちょっと説

明がございましたが、町で国保が絡んでまい

ります。滞納額、収入未済額の見込みってい

うのは、今日の段階でどうつかんでおるの

か。それから、滞納や収入未済になったもの

に対する基本的な取り組みについて説明を求

めます。 

 それと同時に、この予算の中で留保してい

る財源の有無についても確認をしておきたい

と思います。 

 それから、12番目に繰出金についてであり

ますが、本町の予算は一般会計から国民健康

保険あるいは介護保険、老人保健、墓園は今

年で一応繰り入れがなくなってるわけです

が、後期高齢者医療、それから下水道、前処

理場それぞれに繰り出しをしておりまして、

これによって各会計が一定の運営ができてい

ってる基盤にもなっていると。こういうこと

であります。総額的に言えば、町の説明資料

でもありますように、本年度は14億4,255万

9,000円、ほいで昨年度が14億9,069万

2,000円ということで、4,813万3,000円は減

ってるわけですけれども、全体としては、先

ほど述べましたような、これからの連結会計

というような中に位置づけされて、実質的な

町の財政運営規模が明確になるということに

なるわけですけれども、特に国民健康保険、

これは何回も言いますが、後期高齢者医療に

対する一円も稼がない者からも含めて徴収を

する仕組みということになります。そういう

ようなこともございますし、国民健康保険に

加入している実態は低所得者と個人事業者、

それから年金所得者、そういうことになって

まいりますけれども、今の格差社会の中で就

労が正規の社員であったり、職員であったり

ということが少なくなり、非正規の労働者が

多くなっている中での国民健康保険のあり

方、実質的には滞納者も生み出しているよう

な状況がありますし、それに加えて後期高齢

者の支援に伴って13.7％も国民健康保険料を

引き上げる、そういうような形になっている

わけですから、これに対する支援と前処理場

特別会計のように、減ったとはいいまして

も、１億600万円ほどの１億円を超える支援

を行うこととは同列視してはいけない。住民

の暮らしを支えることが大事であろうと思い

ますので、その対応について説明を求めま

す。 

 それから、13番目に入札、契約のあり方に

ついてしつこいほど伺いますが、このあり方

と改善等について再度伺いたいと思います。 

 午前中に清原議員の方からも指摘がありま

したように、最低制限価格の公表によって逆

に予定価格が類推をされる、正確に把握する



－195－ 

ことができるというぐらい高値落札が今日ま

で続いてきたと、こういうことであります。

そういう面からいきますと、当局のこれまで

の説明を再考する必要があると思いますし、

肝心なのは、その時勢時勢の予定価格の設定

だと思います。そういう点から予定価格は事

後公表、それからもちろん最低制限価格を設

ける場合には最低制限価格ありという形で旧

来のやり方としてはそういうことがございま

す。それに基づいて事後にもちろん最低制限

も公表すればいいわけですけれども、適正妥

当な予定価格を設定して競争に付すと、こう

いうことが大事でありますので、これまで改

善をどういうふうにしようとしてきたか、ま

たその取り組みの経過を含めて今後の対応に

ついても説明を求めたいと思います。 

 一般質問のときに東京国分寺市の入札契約

制度、それから業界紙についての東北大学の

鈴木教授の所見、そういうものもお渡しをし

たわけですけれども、これらのことについて

私は生かした取り組みは必要だろうと思いま

すので、その取り組みについて、この際説明

を求めます。 

○議長（北川嘉明） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、行政評価の関係でございますが、先

ほども服部議員のご質問にお答えいたしまし

たとおり、20年度の本格実施を目指して構築

作業を進めているところでございます。各事

業の成果、達成度を成果指標といたしまし

て、数値を明らかにすることによりまして事

業効果や事業手法、効率性を点検、評価いた

しますが、効果が上がってない事業、効率性

が悪い等の問題点が生じている事業につきま

しては、事業手法の改善等を図っていきたい

と、このように考えておるところでございま

す。 

 また、事業の優先度や投入できる財源等を

しっかりと見きわめながら必要に応じて所期

の目的を達成するための事業拡大、あるいは

既に目的を達成した事業や必ずしも行政が行

う必要がないと判断した事業についての規模

縮小、また廃止、休止等も検討してまいりた

いと、このように考えるところでございま

す。 

 そうした中で歳入の的確な確保等々でござ

いますが、この件に関してはやはり国の方針

を踏まえ、予算編成の中で個別事業、ソフ

ト、またハード面の必要性を議論し、財源も

含めて実現が可能かどうか判断していくもの

でございますので、こうしたところはしっか

りと取り組みをさせていただきたいというこ

とでさせていただいております。 

 また、この住民生活の厳しさに触れていな

いというご指摘でございますが、住民生活の

実態、これは例年どおり施政方針の中では述

べてはおりません。生活の実態はそれぞれの

世帯多様でございますし、生活の満足度も個

人各自の判断基準が千差万別であろうという

ところから生活に不安を抱いておられる方も

少なくはないというふうには思っておりま

す。行政は住民の快適な生活につながるよう

な社会基盤整備や住民の方が安心して暮らし

ていただけるような施策を限られた財源の中

で取り組みをしてまいりたいと、このように

考えております。 

 また、制度改革や増税、使用料等の負担等

についてでございますが、後期高齢者医療制

度や介護年金などの社会保障費の確実な増加

が見られるところでございます。住民の皆さ

んの将来不安が経済への悪影響を及ぼしてい

る面があるとも考えられます。すべての方々

の暮らしぶりが楽であるということは思って

はおりませんが、それはやはり個人個人の置

かれている状況が異なるものでございます。

一概にその原因を国の制度改革等に求めるこ

とはできないと、このように考えておりま

す。 

 基礎自治体でございます本町は、行政の中

でも一番住民の皆さんに目が届く組織でござ

います。地元の民生児童委員や自治会とも連

携しながら住民の皆さんの暮らしぶりには常

に目を注いでいき、そうした福祉政策の充実

にも努めてまいりたいと、このように考えて
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おります。 

 また、施政方針でも述べておりますが、す

べての住民が尊重され、毎日を健康で生きが

いを持って暮らしていただくのが私の願いで

ございます。平成20年度におきましても、例

えば障害福祉、地域生活支援事業等における

統合負担上限額導入による利用者負担の軽

減、低所得のひとり暮らし高齢者を対象とい

たしました住宅用火災報知機の設置等、いわ

ゆる生活弱者の方々にも配慮した事業を行

い、すべての方々に快適に暮らしていただけ

るように努力していきたいと、このように思

うところでございます。 

 それぞれの施策でのことございますが、格

差是正のための福祉、介護、医療、教育の支

援の予算等々でございますが、障害福祉サー

ビス利用者の負担上限につきましては、法施

行３年後の見直しまでの間に生活格差等の問

題を解消すべく緊急的措置としまして、平成

19年４月には４分の１まで引き下げを実施い

たしましたし、また20年７月からはさらに現

行の半分程度にまで負担軽減を行う予定でご

ざいます。 

 また、障害児を抱える世帯の多くが市町村

民税の課税世帯であるために子育て支援に配

慮し、また負担軽減の要件である所得限度額

の緩和を予定いたしておるところでございま

す。 

 地域生活支援事業におきましても、サービ

スの質、また量が低下しないよう近隣の市町

と調整の上、事業所報酬単価を設定するとと

もに障害福祉サービスと一体となった統合負

担上限月額を設定し、負担軽減を図っている

ところでございますし、新年度におきまして

は、こうした制度改正や本町独自の軽減策も

踏まえた予算編成といたしておるところでご

ざいます。 

 高齢者の福祉におきましては、第１点は低

所得者のひとり暮らし高齢者を支援の一環と

いたしまして、高齢者日常生活用具給付等事

業で設置義務となっております、先ほど申し

上げました住宅用火災警報器の寝室等への設

置を実施いたしたいと、そしてまた介護保険

での認定者、身体障害者を対象に住宅改造費

の助成を太子町の高齢者等住宅改造費助成事

業の中で所得に応じた助成をしていきたい

と、このように考えております。この制度は

大体年間何件かをご利用いただいておりま

す。本年度も約３件程度見込みを立てさせて

いただいております。 

 そして自己管理ができずに日常生活が破綻

している低所得高齢者の養護老人ホーム等へ

の入所保護措置の実施、また入所者で収入が

極端に少ない方に養老福祉金の支給等も考え

ておるところでございまして、この点につい

ても例年どおり実施させていただきたいと思

っておりますし、また低所得世帯で介護認定

において重度の方が介護保険サービスを１年

間利用せず家族が介護されている場合は家族

介護慰労金の支給等も考えていきたいと、こ

のように考えております。 

 また、高齢者の医療の確保に関する法律に

よりまして、本年４月から40歳から74歳まで

の方に特定健診、特定保健指導、各医療保険

者に義務づけられております。この特定健診

は、先の議員さんの質問にもお答えいたしま

したように、メタボリックシンドロームや、

また予備軍の早期発見等々、改善を予防に向

けた支援を行う特定支援、指導等によりまし

て健康を支えていこうとするものでございま

して、保険者である太子町国民健康保険にお

いては、従来どおり集団健診の実施並びに、

先ほどご指摘いただいておりました人間ドッ

クを個別健診として指定の医療機関で受診で

きるよう置きかわります。 

 この健診にがん検診を加えて受診していた

だくことになりますので、多くのご利用を望

むところでございます。 

 また、社会保険等加入の被扶養者に対しま

しては、今までどおり一緒に受診できるよう

な仕組みを社会保険等で構築されつつござい

ます。詳細につきましては、各医療保険者か

らのお知らせがあると思うところでございま

す。 
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 39歳以下の方、75歳以上の後期高齢者の方

につきましては、従来どおり受診していただ

きますので、よろしくお願いします。 

 特定健診、特定保健指導の実施につきまし

ては、５カ年を１期として平成24年度末に健

診受診率、保健指導の実施率、メタボの減少

率、達成度によりまして後期高齢者医療制度

の支援金の加算、減算の対象となってきます

ので、平成20年度は積極的な受診勧奨に取り

組んでいきたいと、このように考えておると

ころでございます。 

 次に、今後の財政についてでございます

が、地方公共団体の財政の健全化法によりま

す、これを適用した場合とのご質問でござい

ますが、何分この件についてはこれからの作

業になってきますので、詳細にはお答えする

ことは現段階では難しいというしか言いよう

がございませんので、その点ご理解をお願い

したいと思います。 

 次に、決算の審査意見をどう受けとめ、検

討し、この本予算に反映したかということで

ございますが、やはりこの収入未済と不納欠

損にならないように徴収に万全を期す、また

口座振替の推進に努めること等のご指摘をい

ただいております。税務課分では現年課税分

の未納者に対する徴収につきましては、督促

状や、また催告書の送付、電話による催告、

訪問徴収を実施し、新たな滞納を発生させな

いため、課員一丸となって努力をしていると

ころでございますが、新年度からは延滞金の

徴収を予定しており、納期内納付の推進を進

め、新たな滞納者の滞納繰り越しの抑制に努

めていきたいと、そして滞納繰越分につきま

しては、19年６月15日から９月14日までの３

カ月間に県職員延べ69人の派遣を受けまして

納税相談、分割納付等の納付管理、財産調

査、財産の差し押さえ等の手法を学んだとこ

ろでございますし、滞納処分は換価の容易な

預貯金を中心に実施いたしたところでござい

ますし、新年度におきましても滞納者の財産

を積極的に調査し、悪質者には滞納処分を行

い、徴収率の向上に努め、そして自主財源の

確保に努めていきたいと、このように考えて

おります。 

 しかしながら、納付能力のない滞納者につ

きましては、状況を的確に把握し、滞納処分

の停止もやむを得ないと考えておるところで

ございます。 

 また、口座振替の推進につきましては、

19年度町民税３期、４期と固定資産税３期の

納付書送付時に口座振替納付依頼書を同封

し、そうしたことを等依頼したところでござ

いますが、新年度においてもその推進には努

めていきたいと、このように考えておりま

す。 

 また、歳出についてでございますが、やは

りいつも申し上げておりますように、歳出削

減を行い、必要最小限の額を計上し、財源の

確保を図っていきたいと、このように思って

おります。 

 負担金、補助金、交付金につきましては、

目的、効果、そうしたものを一定の基準を設

けて定期的に見直し、不要なものは、また効

果が期待できないものにつきましては整理し

てまいりたいと思います。 

 また、夕張市の例でも分かりますように、

これまでと同様の行政運営を続けていきます

と破綻に至ることを、私とまた職員が同じ思

いで危機意識を持ちながら事務を遂行してい

かなければならないと、このように考えてお

ります。 

 生活福祉関係の決算の関係ではございます

が、活動補助金や整備負担金等にございまし

ては、その事業の目的、活動に則したもので

ありますので、事業効果や活動の達成状況も

踏まえながら、その活動や整備に影響が生じ

ない範囲で精査したいと考えるところでござ

いますが、またその反面、委託料や工事請負

費にあってはその事業効果等を踏まえながら

多面な面から検討を重ねる必要と判断したも

のでございまして、そうした内容といたして

おるところでございます。 

 文化協会補助金等についてでございます

が、やはり地域文化の振興に寄与するととも
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に参加する団体グループ、また会員相互の幅

広い交流と理解を深めながら町民の意識高揚

に貢献していただいておると、このように思

っております。 

 具体には、文化協会主催の美術展、また各

部の発表会、そうしたものの実施、町への協

力事業といたしましては、トライやる・ウイ

ーク、町民芸術祭、公募美術展、観月会、そ

うしたものに協力を願っておるところでござ

いまして、町としましても各種行事にも参

加、協力をいただき、町民の皆さんの文化意

識高揚に貢献されていると考えておりますの

で、予算の許す範囲で補助を継続していきた

いと思っております。 

 しかしながら、そうした中でこの当文化協

会いろいろな創意工夫でもって各事業を実施

していただき、少しでも経費がかからないよ

うにという取り組みをしていただいておるこ

とを私自身感謝いたしておるところでござい

ます。 

 また、総務関係で物品の調達等々でござい

ますが、当然町内での調達可能な消耗品等に

つきましては町内で調達しようたところでご

ざいますが、しかしながら文房具等におきま

しては町内で唯一営業をされておりました文

具店が昨年の12月で閉店され、現在は他の市

町から購入しているところでございます。あ

る程度の量が必要なコピー用紙や備品につき

ましては財務規則に従い見積もりを徴した上

で最も安価なところから購入いたしておりま

す。 

 いずれにしましても、調達可能なものにつ

きましては町内を優先していく考えには変わ

りはございません。 

 また、広域行政についてでございますが、

消防事務のたつの市への業務委託、ごみ、し

尿処理や農業共済事務に係る一部事務組合設

置、講演会のたつの市との共同設置など、今

までも取り組んできたところでございます

が、19年度におきましても新たな取り組みの

検討として県市町実務者会議等の場におきま

して事務の共同処理などの検討を行ってきて

いるところでございます。 

 今後も負担軽減や効率化、サービス向上に

つながるものにつきましては、そうした積極

的に県や他市町と検討、協議を進めてまいり

たいと、このように考えております。 

 同じく総務関係でございますが、国または

県の改革の方向、内容、制度等の確認、理解

に努め、町行政に生かすことにつきまして

は、職員に国及び県からの情報を絶えず収集

し、本町の行政にどのような影響があるか、

常日ごろよりその検討を行うように指示いた

しております。本予算におきましても、時間

的に間に合ったものはこの中で反映させてい

ただいておるところでございます。 

 また、危機管理意識につきましては、これ

は職員全員が町自治体を取り巻く社会経済状

況、単独自立を選択した本町の状況等も十分

に認識する必要がございます。夕張市の例で

も分かるように、これまでと同じような行政

運営を続けていれば破綻に至ること、私と職

員が同じ思いで危機意識を持ち事務を遂行し

ていかなければならないと、このように思っ

ております。そうした点は町民などさまざま

な介入を通して職員との情報交換、また共通

認識のもとで今時の予算も策定し、徹底した

歳出削減を行っていき、必要最小限度の額を

計上し、執行に当たっても後年度への税源が

回せるよう執行方法等を検討し、やりくりが

上手となるように努めていきたいと、このよ

うに考えております。 

 それと、ＡＥＤの設置の関係でございます

が、現在ＡＥＤを設置している町の施設は、

小学校、中学校、役場、体育館、総合公園、

保健福祉会館、文化会館、そうしたところ公

共施設の11カ所でございます。いずれも職員

が常駐している事務室、保健室等において管

理いたしておりますが、一般に人にも分かる

ように18センチ四角のシールによりまして設

置場所が分かるように表示いたしておりま

す。 

 また、平成18年度及び19年度におきまして

嘱託職員を含みます町職員及び学校教諭を対
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象といたしまして講習会を開催いたしまし

た。そのうち町職員につきましては、平成

18年度に143名、19年度95名、計238名が受講

いたしております。 

 この講習につきましては、３年から５年ご

とに再講習が必要でございます。そうした面

もたつの市消防署の協力を得まして、今後と

も実施していきたいと、このように考えま

す。 

 そして、５番目にはふるさと納税について

のご指摘でございますが、このふるさと納税

につきましては、現段階では本町にどれだけ

影響があるか試算はいたしておりませんが、

まずは法改正された後税務課サイドで細かい

分析をし、どの程度増収がある、あるいは減

収といった作業が必要になるであろうとの認

識をいたしておるところでございます。ふる

さと納税でございますので、増税だけに限っ

たものではないということでございますの

で、そうした点もご理解を賜りたいと思いま

す。 

 それと次に、ご指摘のとおり、特別職が率

先して給与の減額でという件でございます。

昨今の地方自治体の厳しい財政状況を受け、

特別職みずからが給与等の減額措置を行って

おるところでございます。本町におきまして

も、ご承知のとおり、平成17年４月から今月

までの３カ年、減額措置を行っております。 

 平成20年度からの減額措置についてのご質

問でございますが、現下の状況等を十分に見

きわめた上で、私自身の任期も含めて総合的

に判断すべきと考えております。そうした中

で特別職にはそれぞれ特別職としての職務

と、その責任を果たす義務がございます。そ

れに見合う対価としての給与等が定められて

おりますので、安易に減額すべきものとは思

っておりませんが、そうした点は十分今後考

えていきたいと、このように思います。 

 続きまして、住民参加のための自治基本条

例等の設定についてでございますが、平成

12年に前後して行われました地方分権改革に

伴うもので、この改革に伴って自治体がより

強く地方自治と団体自治の実現を図っていく

必要に迫られ、自治基本条例制定への取り組

みが始まっているところでございます。一般

的には町民をまちづくりの主役に据え、町民

参加の仕組みや住民の権利、責任など等を定

めているところが特徴ですが、自立した自治

体を目指そうとしている自治体が条例制定に

よりその姿勢をあらわしているような状況で

ございます。 

 しかしながら、自立のまちづくりを進める

本町では、まず行政改革への取り組みが最重

要課題でございます。その上で住民、議会、

行政の３者が一体となるまちづくりを進めて

いく連携と協力が不可欠であろうと考えてお

るところでございます。 

 そしてまた、平成17年１月18日から実施い

たしておりますパブリックコメント制度でも

これまでに６件の案件に対して30人の方々か

ら意見が寄せられている現状をかんがみて、

この条例の制定につきましては住民の皆さん

のまちづくりへの関心、そして主体であるこ

との認識、さらにその発言と行動における責

任による参画姿勢等が醸成されていること、

その上で住民の皆様と行政における種々の情

報の共有の伸展とあらゆる条件がある程度整

った時点が条例制定の適切な時期であろうと

考えております。まず、この条件の調整を進

めまして、その環境を整備していきたいと、

このように考えております。 

 続きまして、８番の給食問題でございます

が、先ほどの服部議員の質問等々でも触れさ

せていただきました。本当にこういうことが

行政の中から起きるということは私自身も残

念な結果であると、ことであると、このよう

に厳粛に受けとめさせていただいておりま

す。 

 安全・安心の給食供給体制等についてでご

ざいますが、今回の事件を機にハード、ソフ

ト両面から再発防止対策を実施いたしたとこ

ろでございますが、やはり危機管理マニュア

ルの早期作成とあわせまして、４月から調

理、配送、回送業務を委託する業者におきま
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してもこれらのマニュアルの徹底と安全・安

心の給食提供体制が構築できるよう連携して

準備を進めていきたいと、このように思いま

す。 

 この件に関しまして、風通しのよい職場、

また人事等の問題、そして責任の所在等にも

触れていただいております。風通し、また人

事等の件でございますが、委託の関係上おお

むねそうした面なくなってこようと思うんで

すが、責任の所在にいたしましても、まだ捜

査等が進められておりますので、最終的にま

たそうしたことも考えていきたいと、このよ

うに思っております。 

 次に、９番目の行政組織のあり方について

流動的に対応する組織への転換という件でご

ざいますが、矢祭町の例も実際にご提示して

いただきましたんですが、やはりこの行政組

織のあり方につきましては、服部議員の質問

にもお答えいたしましたが、多様化する住民

ニーズに即応し、また目まぐるしく変革する

諸制度に対応していくためには定型的な組織

による確実な事務処理を行うとともに、機動

的な組織運営が必要でございます。全庁的な

政策課題が突出する状況下においては部課と

いう枠を超えた横断的な仕組み等を構築する

必要がございます。そうした中で庁議・部長

会等、そうした中でいろいろな課題を検討し

て、必要に応じてプロジェクト等も立ち上

げ、全庁的な視点に立って処理に当たってい

るところでございまして、こうした定型的な

組織においても既定の概念にとらわれずに、

より効果的に、またかつ適正に処理できる組

織を目指して、組織の見直しを進めていきた

いと、このように考えるところでございま

す。 

 そしてまた、10番の行政評価についてでご

ざいます。住民が参加して主な事務事業等の

評価と再評価が必要であるとのご指摘でござ

いますが、現段階では行政評価に住民の方々

が参加していただくということは考えており

ません。まず、庁内部でしっかりと評価を行

い、行政評価の事務の流れを定着させること

が重要であると、このように考えておりま

す。 

 その上で、評価結果は広く公表いたします

とともに、将来的には必要に応じ外部の方々

の参加も検討していきたいと、このように考

えます。 

 次に、歳入についてで滞納等々に関する件

でございますが、19年度末の滞納額、収入未

済額の見込みについてというご質問でござい

ますが、町税の現年度分の徴収率は前納報奨

金廃止の影響等もございまして、１月末時点

におきましては、昨年同時期を下回っており

ますが、納期の過ぎた各期ごとの徴収率はお

おむね18年度並みとなっており、決算時には

18年度を上回る徴収率を確保するよう努めて

まいりたいと、このように思っております。 

 滞納繰越分につきましては、町税全般では

１月末時点で1.5％下回っており、徴収率の

低下が懸念されているところでございます

が、現年分と同様に徴収努力をし、昨年度並

みを確保したいということで鋭意努力してい

きたいと思います。 

 また、滞納、収入未済に対する取り組みに

ついてでございますが、昨年度の決算審査意

見のところでも述べさせていただいたとお

り、現年度課税分の未納者に対する徴収につ

きましては、督促状、催告書の送付、電話、

そして訪問徴収を実施し、新たな滞納を発生

させないために税務課職員一丸となって努力

をしているところでございますが、新年度か

らは延滞金の徴収を予定いたしており、納期

内納付の推進を進めて、新たな滞納繰り越し

の抑制に努めていきたいと思います。 

 先ほど来申し上げておりますように、昨年

６月から９月までの県職員による納税相談、

納税指導等々そうしたものを踏まえまして、

この新年度でもできるだけ徴収率の向上に努

め、そして自主財源の確保に努めたいと、こ

のように思っておるところでございます。 

 この歳入の件についてでございますが、保

育所の保育料未収金についてもございます。 

 これにつきましても、やはり未納者に対す
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る納付喚起、そして窓口の相談、また困難者

に対しましては納付誓約で月々の分割納付、

また定期訪問徴収、そうした処置をとってお

るところでございます。確実な納付を約束し

ていただくように努め、今後はそうした未収

金が発生しないよう、収納の推進に努めてま

いりたいと、このように考えております。 

 若干少ない部分については省略させていた

だきますが、上下水道につきましては、上水

におきましては19年度末の滞納額は500万円

余り、下水道につきましても同じ額となって

ございます。現年度収入未済額につきまして

は、上水道につきましては960万円余り、下

水道につきましては430万円余りとなってお

ります。そうした点、徴収強化につきまして

は、先ほどの前議員さんの質問にもお答えし

ましたように、班体制、５班体制をもって、

また嘱託職員１名を加えて、そうした滞納整

理に努めていきたいと、このように考えてお

るところでございます。 

 次に、留保財源の有無についてでございま

すが、収入予算の編成につきましては、課税

標準や補助金、負担金制度を正確に把握し、

地方財政計画なども考慮して編成したもので

ございます。基本的には見込み得るすべての

収入を計上いたしておりますが、一部例外と

しまして普通交付税につきましては端数を切

り捨てて留保財源といたしておるところでご

ざいます。 

 また、繰り出しについてでございますが、

一般会計からの各会計への繰出金は、先ほど

もご指摘のように、国保特別会計２億

1,087万7,000円、介護特別会計２億2,736万

5,000円、老健特別会計1,655万7,000円、後

期高齢者特別会計5,288万9,000円、下水道特

別会計８億2,887万円、前処理場特別会計１

億600万1,000円、総計で14億4,255万9,000円

となっているところでございます。 

 特別会計に係る経費につきましては、法令

等により一般会計が負担すべしと定められて

いるものを除き、特別会計の収入によって賄

う独立採算が原則でございます。 

 しかしながら、その性質や施策上の必要性

から繰り出し基準の枠を超えた補てんがやむ

を得ないケースもございます。適正な判断の

もと今後も繰り出し、繰り入れを行っていき

たいと、このように考えるところでございま

す。 

 国保税と前処理場の繰り出しの件でもご指

摘がございましたんですが、やはり私どもは

そうした関係はやむを得ない措置であると、

このように考えております。 

 次に、入札のあり方についてでございます

が、桜井議員ご指摘の国分寺市、また業界紙

についてはまだ今そこまで研究は踏み込んで

いたしておりません。時間ができれば、そう

した面にもあわせて考えさせていただきたい

と、このように思うところでございますが、

この問題についても19年４月から一般競争入

札を拡大したところでございます。そうした

面、今後も改善すべき点があれば随時見直し

をかけていきたいと、このように考えており

ます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（北川嘉明） 間もなく定刻の５時が

来ますが、会議規則第９条第２項の規定によ

って、会議時間を延長します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 ちょっと忘れんうちに言う

とかなあかんね。この入札の件では時間がな

かったと。本は読む時間がない言うても、そ

れほど何ページにもかからへんのやね。そや

から、国分寺の例もほんまに私は、先ほども

清原議員が言ったように、一般競争入札に移

行することは要求してきたことですからえん

ですよ。私は何もそれを言ってるわけじゃな

いけども、結局は一般競争入札でも地域限定

したら、いわゆる指名競争と一緒やと。むし

ろ入る者が限定されてきてより談合しやすい

し、最低制限価格を公表すると逆算する、当

局がよく言う類推されると。今日の時点でも

各会計、特に下水とか一般会計の中でも工事

請負費というたら何も書いてない。何がほん

まやわからへん。だから、そういうものを明

らかにすると、類推されると何回も言ってき
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た。しかし、そんなもんはこの一つ一つの工

事においても最低制限価格の公表を、最低制

限価格を設ける設けないはまたいろいろある

んですけども、最低制限価格設けるにしても

予定価格できちっと押さえていくと。それも

８割程度で十分いけるというのがいっぱいあ

るわけですから、そういう点で連帯としてそ

の取り組みをするということが、一般競争入

札というのはすべて条件をつけない一般競争

入札でなければならないと私はそう思うんで

すよ。先ほども言うたように、最低制限価格

の公表もずっとやっとると、類推は類推どこ

ろやない、正確になると。だから、100％に

近い、また100％もありましたわね。そうい

うようなことになってしまうんです。それは

競争の原則から外れる。だから、やはり一番

当初はすべて分からんもんやからやね、最低

で全部並んだ、ほいでくじ引いたというよう

なことがありましたけども、その後は太子町

のやり方はこうやな思うたら、もうこれほど

類推しやすいことはない。だから、その都度

変えるっていうことの必要性もありますか

ら、改善の方向については再度説明すべきだ

と思います。 

 それから、国分寺の例はやっぱり公平、公

正ということ、それから品質を確保するとい

うこと、また町の経済の活性化を図るという

ことで公共物の調達から入札制度に至るまで

きちっとやっていかないといけないというこ

とで、基本的な指針を物、人、サービスとい

うことで契約についてもやはり外部から調達

をしたりしているが、それはやっぱり透明

性、公平性を確保する、それから基本理念は

よりよい地域社会の実現に向けて不断に市政

推進に取り組む必要があるという立場で、そ

の調達手続等についても検証をすると。ほい

で、公正性と透明性、競争性を発揮するよう

にやっていくということで理念を持って取り

組まれとんやね。だから、そんなにやっぱり

あちこちでこのことが放置できないという立

場でそれぞれが研究していると。その研究

は、指摘を受けたらすぐに研究する姿勢がな

かったら改善できへんと思うんですよ。だか

ら、そういう点で言っていることと、それか

らあわせて談合がなくならへん、しかし総合

評価の問題も含めて、先ほど言いました学者

の見解も、これはこれでやはり意味あること

ではないかなあと思うんです。それで、本で

は言っておりますが、望ましい入札方法はあ

るんだろうかというて問いかけられたりして

いる中で地域の貢献とか技術競争とか、いい

ものが供給されなきゃどうしてもあかんわけ

ですからね。だから、そういうような形にき

ちっと取り組んでいくことと、昨今ではダン

ピングの結果として下請労働者を泣かせるよ

うなことも起こってるから、発注者責任が問

われるようなこともあります。それらを含め

た改善が必要なんで、火急を要する改善だと

思うんですけど、その点は後説明を加えてい

ただきたいと思います。 

 それから、繰出金の件では、いつも比較に

しますけども、あんなとこにどぶに捨てるよ

うな金と、やはり国保、介護、それぞれかな

り厳しい、だから私は最初に住民の暮らし、

住民各層の生活実態ということがどんなんな

ってるかと、そこにきちっとした視点を合わ

せて予算編成を行うべきだというような基調

の問題で言ったとおりです。そこの視点がな

いからおかしなってまうんです。ほいで、行

政が勝手に血税を使って皮革処理場を運営し

とんですから、これをなぜ住民のために使わ

ないかと、企業のために使うんじゃない、住

民のために使うべきやと、こういうことから

比較して言ってるわけです。それははっきり

させていただきたいと。同一視してもらうも

のではないということですんで、その点再度

伺いたいと思います。 

 それから、財政健全化の問題で、先ほども

これは分からへんというような町長の答弁な

んですが、これは今予測、こういうことにな

るのではないかということが私は一円までき

ちっとどうしてくれ言ってるわけじゃないん

ですよ。決算段階でこれがこの年度の予算が

執行されたら各会計を通じて決算を行うと、
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連結的にやるということになるわけですけれ

ども、その段階で収支がどうなっとるか予測

せなあかんですわな。これ当たり前の仕事や

と思うんで。それはその上で収支の状況を説

明いただきたいということですよ、予測で

す。 

 それから、今後その上に立って財政見通し

はどうなるかということを説明してもらおう

と思うんです。 

 確かに、いわゆるこれからの財政再生基準

になるものも出てきたりして、５つに分けて

説明がされたりしているわけですが、国は夕

張を受けて財政再生基準を設けてコントロー

ルをしようというような面もあるんです。し

かし一方で、この制度を生かして、ほいで住

民にこういう実態を公表していくこと、これ

は大事ですから、今の段階での予測を立てる

ということも、例えば水道会計で言えば、予

定貸借、これを執行した場合の予定貸借対照

表として一応は出すことになってて、今回も

出てますわね、こういう執行をした場合に来

年の３月31日の時点ではこういう貸借対照表

になりますと。だから、そういうものなんで

すよ。だから、責任があるんです。その点か

らいえば、公会計ですからきちっとやってい

ただきたいし、予測も立てて今収支はどうな

るであろうということをはっきりさせていた

だきたいというのはそこなんです。その上で

それぞれの自治体が事前事前に財政の運営状

況を把握をして取り組むと。 

 公債費の問題でも繰上償還やら借りかえを

より積極的にやって財政の許す限りにおいて

は国等々交渉をして、少なくともこの自主負

担を軽減をして身軽になるということが必要

になるわけです。 

 今地財計画で言いますと、1,524の自治体

の約５兆円の必要を認めとうぐらいですか

ら、太子町はこん中にどの程度言うとんかよ

う分かりません。だから、それらが今度の、

いわゆる新会計制度の中で収支が出てくる基

準になります。その点、説明を再度求めま

す。 

 決算審査意見の関係では、後にまた伺う機

会があると思いますので、ちょっと置いとき

ますけれども、負担金補助及び交付金のもう

とにかくつき合いをやめろというようなまだ

まだつき合い程度のものがあるようですね。

これらは切るべきやと思いますが、そういう

点ではもう一度説明を求めたいと思います。 

 それから、あちこちいきますが、５番に言

うてる新制度の導入について、これは近くは

赤穂市、それから宍粟市、それぞれが具体化

しよんやね。やっぱり県内でも広がるだろう

と言われとんです。だから、そこが積極的に

誘導するというようなことをやってる思うん

ですね。だから、太子町はどうするのかと。

また、必要ではないかということで伺っとん

です。その点は町の対応が必要だと思うんで

すが、プラスかマイナスか分からんというの

は確かにどういう情報か分かりません。しか

し、赤穂のようにやってたり、地域活性化の

ために宍粟なんかも財政厳しいから寄附を募

るということでやっているところがあるわけ

ですから、それらのことを含めてやっぱり本

町も真剣に考えていかないといけないんじゃ

ないかと思うんですが、どうですかと。 

 それから、特別職については今、対応につ

いて、これは矢祭は卑近な例かもしれんけれ

ども、特別職は町長、副町長、それから一応

教育長、そういう者は課長職と同じようにす

ると、こういうことで言ってる。これが英断

であり、また改革の基本だと思うんですよ。 

 それから、県内でもこれは、三木市がよく

これはどうかっていう点では藪本市長が言う

てることですが、トイレの清掃も自分らでや

りますと、経費節減ということ。これは特別

職がまず率先垂範するという意味で物議を醸

すように内外にこの話題を投げかけとるとい

うことですけれども、やはり経費節減の立場

っていうのは大事だと思います。それでも、

600万円だと三木市は言うとんやね、その節

減が。 

 それから、赤穂市もいろいろ相次ぐ不祥事

もありますが、10％から20％で、さらに10％
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を加えての市長が30、それから副市長が18で

すか、それから教育長が15かな、そういうよ

うなことを一応言ってるわけです。さらに

は、出張とかに際しても特別職の旅費の取り

組みを１万2,000円を１万円にするとか、い

ろいろ言うてるんです。それはやっぱり皆さ

んに対する負担を強いて住民の暮らしを疲弊

に追い込んでいってる今の政治、そして長で

支援をする、そういう立場からもそんなこと

が必要ではないかと。 

 それから、宍粟市も厳しい中でやっぱり５

ないし10％ということについては継続して行

うということになってますわね。だから、そ

ういう点と、それから町長が今自分の任期

と、それから特別職も、いわゆる職責に対す

るものっていうことで言ってるわけですけど

も、やはり前に期末手当のときに継続して行

うと言いながら、今回条例で上がってない

と。そういうことでしょう。この３月で切れ

るわけですから、４月以降のことについては

今の答弁のとおりですから、太子町はどうす

んやと、当たり前のことが条例に上がってな

いぞと。今まで言うたことも守らんのやなと

いうようなことで私言うてます。その点は今

後やっぱり姿勢が問われますので、説明を求

めたいと思います。 

 それから、歳入に関する質疑で19年度の滞

納未収をまず明らかにしないといけないと、

それから対策があっていくべきもんだと。ほ

いで、留保の財源については端数だと言いま

すけど、これ何ぼ置いとんですか。 

 それから、行政評価は今そこまでは行って

いない、しかしものをつくったり事務につい

ては一番やっぱり影響を受けてありがたく思

うこともいややと思うことも住民が一番よく

分かっとんですよ。だから、その点を参加さ

せずに勝手にやってみたってあかんというこ

と言よんです。その20年、今年からやるとい

うのはえんですよ。それを否定しているわけ

じゃないんです。しかし、住民参加でやるべ

きだということについてはしっかりと整理を

しておくべきだと思います。 

 ５分になりましたか、大変じゃ、こりゃ

あ。 

 それから、各施策は妊婦のことやとか子育

て支援とか、みんな大変やけども、小野、篠

山、稲美、赤穂、宍粟、加東、明石、西脇、

それぞれいろいろ工夫して出してますよ。だ

から、やっぱり生活支援のことを考えて各施

策を住民との暮らしにおいて措置をしようと

いうことでやってる例をもっともっと参考に

すべきやと思うんです。だから、そういう点

はどうかということを確認しておきたいと思

います。 

 それから、保健・福祉・医療ではお金を心

配して医療が受けられないような人をつくら

ない。お金を心配して必要な介護が受けられ

ない人をつくらない。そのために減免助成の

確立が必要なんです、今。その点と。 

 それから健康を維持して安心して暮らし老

いられるようにするような行政にすることが

地方自治の私は本旨やと思うんです。何をお

いてもやらなきゃならないことだと思うんで

す。それが最低限の努めではないかと思うん

で、その点と。 

 それから、早期発見、早期治療をいかに進

めるかで医療機関を含めて協力体制を組むこ

とが大事だと思うんですが、そういうことと

かかりつけ医を利用させるようなことにする

こと、これらについてもあわせて説明を求め

ます。 

 もう何分あるかいな。後から言うわ。 

 それだけ説明してください。 

○議長（北川嘉明） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） まず、入札関係で国

分寺市の例もちょっと言われたわけなんです

が、その中で、いわゆるよりよい地域社会を

つくるとか、公平性、透明性高めると、これ

は当然そういう形で私どももしているつもり

でございますが、ただ町長も少し申し上げま

したが、実は私も国分寺市の例については、

ちょっと倫理条例だけちょっと見させていた

だきましたが、入札の関係は申しわけないん

ですが、見ていない状況でございます。 
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 ただ、最低制限価格の公表がどうであるか

というようなご指摘もいただいております

が、確かにおっしゃるように、その最低制限

価格を明示したことによって、それから類推

して予定価格、これらしいというようなのが

出てるといいますか、計算上出てるというよ

うなこともあろうかと思います。ただ、町長

からも申し上げましたように、どこの自治体

についても公平性、透明性を保つという中で

予定価格を事前に、いわゆる公表したり、あ

るいは最低制限価格を公表したり、いずれか

の方法といいますか、そういったところが多

いように思っておりますので、太子町として

は最低制限価格を公表して、今その制度で入

札をしているところでございます。 

 一般競争入札の中でのその地域の限定では

意味がないんではないかというようなご指摘

もいただいておりますが、それにつきまして

も、いわゆる太子町域での建設業者さんのこ

とも考えると、そういったことも必要な面も

あるということは、これはそういう考え方と

して全部オープンにするか、あるいは地域限

定にするかということは、これは県でも、ど

この市町村でもしてるところはございますの

で、太子町として特にそういう地域限定でし

ているということではないということをお願

いしたいというふうに思います。 

 それから、総合評価のところでの、いわゆ

るメリット、デメリットも、私も本をいただ

きましたので、さらっとですが、一通りちょ

っと読んだんですが、再度読み直そうと思い

ながらきょうに至りましたが、総合評価方式

が必ず万能でないというのは私どもも承知い

たしておりますといいますか、やはりご指摘

いただいたように、その入札制度についても

いろいろ工夫する必要があるんではないかと

いうふうに思います。ただ、太子町としては

まだ総合評価方式もしてないもんですから、

20年度については１件程度は試行でしてみた

いというふうには考えております。 

 それから、２点目の繰出金で生活実態を踏

まえた中での、具体に申し上げますと、国保

への繰り入れをするべきではないかというご

指摘でございますが、前処理のことを踏まえ

てそういうことをおっしゃってるんですが、

前処理につきましても、それは長い歴史の中

で今まで運営してきています。これはもうそ

んなこと言う必要ないというようなことを言

われるかもしれませんが、やはり前処理場を

動かしてることによって公共水域の水質とい

うことの保つような、保つといいますか、維

持改善のために役立っているところでござい

ますので、一企業のためにというようなこと

でございますが、結果は公共用水域を守って

いるという考え方もございますので、ご理解

を賜りたいと、このように思います。 

 それから、財政健全化の方は、また財政課

長の方から申し上げますので、よろしくお願

いしたいと思いますが、負担金補助なんか

で、いわゆる補助のところで上げているでは

ないかというようなご質問といいますか、ご

指摘でございますが、これについてもやはり

必要なものを私どもとしては提案させていた

だいているということでお願いしたいと思い

ます。 

 それから、特別職の絡みで、私も特別職と

いうことで町長から申し上げたとおりでござ

いまして、私からそれ以上のことは申し上げ

るものではございません。ただ、三木市の例

とか、赤穂市の例、宍粟市の例もいろいろ私

どもも新聞で見ておりますので、その辺につ

いてはいろいろ私も思うところはございま

す。 

 それから、歳入関係での。 

 先ほどと同じですが、各施策の中での再度

生活支援ということで、住民の暮らしに立っ

た予算を組むべきではないかというようなお

話だと思うんですが、私どもとしては限られ

た予算の中で主要な事業といたしまして、主

要な事業といいますか、その主な事業の中で

約38事業ぐらいございます。その中で約15事

業が教育、あるいは子育て支援にかかわって

いる事業で、事業名で言いますと、約４割、

それから金額にして約20億円切れるんです
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が、20億円ぐらいということで、限られた予

算の中で子育て支援、あるいは教育のために

予算編成をしたというつもりといいますか、

そういう姿勢の中で編成いたしているところ

でございます。 

 それから、早期発見、早期治療のこともお

っしゃられましたが、これは当然のこととい

いますか、当たり前のことを言っておられま

す。そういうことで現在法の中で特定健康診

査、あるいは特定保健指導というのが入って

おるのは病気にならない、テレビコマーシャ

ルで言いますと、未病な段階でそういう健康

維持のためにするというようなことで、生活

改善、生活習慣病に至らないように、行政と

して保健師、看護師等が指導ということにな

ると思います。そういう意味で早期発見、早

期治療ということについては私どもも当然の

ことだというふうに思います。 

 医療のことについての減免のお話もござい

ましたが、減免につきましても、これは制度

の中で後期高齢者医療、あるいは国民健康保

険についてもそういった制度の中でございま

すので、太子町としては、上積みというとこ

ろではございませんが、ある程度のそういっ

た減免制度も持っているということでござい

ますので、ご理解を賜りたいと、このように

思います。 

 私の方からは以上でございます。 

○議長（北川嘉明） 財政課長。 

○財政課長（香田大然） 財政健全化法によ

ります新しい財政指標の見込みということな

んですけども、これから４月以降にこの仕事

に入っていくような形になります。それは、

じゃあ予測を言えということでございます

が、予測するにも、まだ細かい、いわゆる数

字の取りまとめ関係が国、県の方から出てき

ている最中でございますんで、これが最後の

最後まで続くだろうと思います。ですから、

予測数値については申し上げることはできま

せん。 

 それから、これはもちろんもうご承知のと

おり、監査委員の意見に監査委員さんに審査

に付して、それから監査委員さんの意見書を

つけて議会に公表、その後に住民に公表とい

うことになっておりますので、ご理解をお願

いしたいと思います。 

 それから、普通交付税の留保財源につきま

しては988万円でございます。 

 以上です。 

○議長（北川嘉明） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） １点抜けておりまし

た。申しわけありません。 

 行政評価の中での住民参加のことでござい

ますが、これは町長から申し上げましたよう

に、20年度についてまずは内部で評価という

ことで、いきなりこれ私どもも初めてのこと

でございますので、内部評価をしていくと。

将来的には住民参加の中での住民を交えての

外部評価といいますか、そういうことを考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北川嘉明） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 もう時間があれですんでな

んですが、給食問題でも全容を解明した上で

やっぱり人事の問題を含めてしっかり取り組

んでもらわにゃいけないこと、それから行政

組織も弾力的でやっぱり機能的なものにする

こと、財政もしっかり見通しを立てるという

ことで、何も監査やそういう公表のことは当

たり前のことを言うてまわんでもよろしいで

っせ、よう分かっとるこっちゃから。そんな

こと言うてへんのやから、これからこの制度

を使ってどうしていく、その上で今の執行さ

れた場合どういうふうな結果になるやろうぐ

らいなことちゃんと見とかなんだら、健全化

とかなんとか言われへんがな。それを言うと

んです。これはまた今後の審議の中で言いま

すので、きょうはもう後の質疑に向けて取り

組みますけれども、滞納と未済のことは何で

言わへんのやいな、今。何回か言うとんのに

言わんなあ。 

 それから、違うんですか、数字を言わへん

やんか。何で言わへんねん。聞こえへなんだ

んか。何回か私が言わなんだらあかんように
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なっとんかということ。ちゃんときちっと言

うてもらわなんだら、こんなことでまた言わ

んならん。だから、はっきりしといてもらわ

んことにはあかんで。 

○議長（北川嘉明） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 19年度の収入未

済のその額でございますが、これは定期的に

所管の方へ報告をさせていただいておりまし

て、今回はまだ２月分のやつが３月の…… 

（桜井公晴議員「見込みで言うとん

や、私はな。だから、３月末でどうか

てこれ、年度末にどないなるという見

込みを立てとるかいうて言うんやか

ら、今の状況を言わんでええ。そやか

ら、それで言うたらえんやん。今質問

したとおりや」の声あり） 

 だから、今そこまでの数字は持っておりま

せんので、所管の段階で見込みとして、19年

度の見込みの数字を報告させていただきま

す。 

○議長（北川嘉明） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 きょうはこれで終わりま

す。 

○議長（北川嘉明） 以上で14番桜井公晴議

員の総括質疑は終わりました。 

 これで総括質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（北川嘉明） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決

定しました。 

 次の本会議は３月10日午前10時から再開し

ます。 

 なお、３月10日の本会議は改めて開催通知

はいたしませんのでご了承願います。 

 本日はこれで延会します。 

 ご苦労さまでした。 

（延会 午後５時18分） 

 


